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北
宋
時
代
の
官
費
法
下
末
盤
紗
の
現
銭
護
行
法
に
つ
い
て

幸

徹

tkーローーーー

言

末
騨
紗
の
京
師
現
銭
遊
行
法
の
定
着

末
的
関
紗
の
優
遇
細
川
換
飢
設
と
京
師
現
銭
議
行
法
へ
の
回
腸

五
日

緒

-Eコ

- 50ー

統
一
王
朝
北
宋
の
領
域
の
う
ち
、
お
よ
そ
准
水
以
北
の
華
北
地
方
と
揚
子
江
上
流
の
四
川
地
方
と
を
除
く
華
南
地
方
は
、
東
南
地
方
と
呼
稿

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
贋
大
な
東
南
地
方
に
は
、
統

一
以
前
に
は
五
代
列
園
が
割
接
し
て
い
た
関
係
上
、
華
北
な
ど
と
は
異
な
る
盟
の
供
給
佳

制
が
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

此
の
盟
法
健
制
を
東
南
盟
法
と
呼
稿
す
る
の
で
あ
る
が
、

東
南
瞳
法
は
華
北
地
方
の
河
北
盟
法
・

河
東
盤
法

・
快
西
解
瞳
法
や
四
川
地
方
の
四
川
瞳
法
な
ど
と
並
行
し
て
そ
の
堕
法
鐙
制
の
展
開
を
、
途
げ
つ
つ
も
、
中
央
財
政
に
劃
し
て
最
も
高
い
財
政
的

貢
献
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
た
。
東
南
地
方
が
人
口
物
産
の
最
も
豊
な
地
方
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
首
然
の
こ
と
で
は
あ
っ
た
ろ
う
。

さ
て
、
荊
南
に
始
ま
り
呉
越
に
終
っ
た
東
南
地
方
の
五
代
列
園
統
合
の
後
に
は
、
こ
れ
ら
五
代
列
園
の
官
買
盟
法
を
主
と
す
る
盟
法
睦
制
に

代
っ
て
、
暫
く
の
聞
は
北
宋
の
通
商
盤
法
雄
制
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
通
商
瞳
法
の
常
と
し
て
、
海
漬
瞳
場
の
官
営
管
理
と
末
盟
銑

の
中
央
設
行
と
が
行
わ
れ
る
が
、
此
の
北
宋
極
初
の
頃
の
東
南
地
方
通
商
盟
法
鐙
制
下
に
て
行
使
さ
れ
た
末
瞳
紗
は
、
相
到
契
丹
北
遊
園
境
警
備

の
爵
の
軍
需
糧
草
の
納
入
代
債
の
振
替
と
し
て
や
或
は
京
師
開
封
府
穀
物
納
入
の
代
債
と
し
て
、
開
封
府
の
権
貨
務
に
て
護
行
さ
れ
る
も
の
が



多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
逼
商
盟
法
隆
制
下
に
行
使
さ
れ
た
末
瞳
紗
は
、
や
が
て
出
現
す
る
官
貰
盟
法
盤
制
下
に
異
な
る
行
使
制
度
に
よ

り
行
使
さ
れ
た
末
瞳
妙
と
釣
比
す
る
震
に
、
正
確
に
は
通
商
法
下
末
聾
紗
と
呼
稽
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
始
め
ら
れ
た
北
宋
極

初
の
東
南
遁
商
瞳
法
鐙
制
に
は
問
題
黙
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
最
た
る
も
の
は
商
人
販
瞳
の
寡
占
傾
向
や
そ
れ
に
伴
う
密
貰
瞳
横
行
の
弊
害
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
試
行
錯
誤
を
経
た
後
、
未
だ
北
宋
初
期
の
至
道
二
年
(
九
九
六
〉
に
は
東
南
盟
法
健
制
は
、
官
貰

ち①警
腫
制

本

統
制
さ
れ

そ
の
官
賓
盟
法
健
制
は
末
永
く
北
宋
末
期
に
至
る
ま
で
百
絵
年
間
に
わ
た
っ
て
縫
績
運
営
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
よ
う
に
し
て
東
南
地
方
の
全
域
に
定
着
し
た
東
南
官
買
瞳
法
健
制
に
も
叉
運
営
上
の
問
題
貼
が
多
々
あ
っ
た
。
そ
れ

ら
は
、
海
漬
瞳
場
の
製
瞳
管
理
の
問
題
で
あ
り
、
東
南
地
方
内
陸
奥
部
に
至
る
ま
で
の
隈
な
き
末
盟
運
選
管
理
の
問
題
で
あ
り
、
叉
更
に
は
州

鯨
行
政
末
端
に
お
け
る
官
販
盟
の
配
給
の
維
持
徹
底
の
問
題
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
特
に
州
豚
末
端
に
お
け
る
末
盟
の
配
給
に
は
官
販
制
度
に
伴

い
が
ち
な
煩
潰
不
備
な
問
題
が
多
々
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
官
貰
聾
法
桂
制
下
の
官
販
配
給
鰻
制
不
備
の
末
端
機
構
を
補
う
ベ
く
商
販
小
賓
が

p

、υ

容
認
さ
れ
、

商
販
小
買
用
末
盟
の
入
手
飯
賓
許
可
謹
と
し
て
、
天
躍
元
年
(
一

O
一
七
)
濁
自
の
行
使
制
度
を
有
す
る
末
盟
紗
が
護
行
行
使
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
此
の
末
瞳
紗
は
、
通
商
法
下
末
瞳
紗
と
は
異
っ
て
、
海
演
・
内
陸
を
問
わ
ず
東
南
地
方
全
域
の
州
将
官
司
盟
倉
に
提
示

し
て
末
盟
の
支
携
を
受
け
、
そ
の
匡
域
内
に
て
販
聾
す
る
も
の
で
あ
り
、
官
買
盟
法
償
制
の
み
に
適
合
す
る
濁
自
の
行
使
制
度
を
有
す
る
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
、
官
費
法
下
末
瞳
紗
と
で
も
呼
稿
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
官
貰
法
下
末
盟
紗
の
創
制
に
よ
っ
て
、
中
央
財
政
は
そ
れ
以

前
に
は
無
か
っ
た

E
額
の
末
瞳
紗
護
行
に
伴
う
中
央
財
政
牧
入
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
と
な
り
、
叉
東
南
地
方
現
地
官
司
は
定
格
的

な
官
版
瞳
と
流
動
的
な
末
盟
紗
行
使
商
販
盟
と
の
主
従
的
腫
供
給
方
法
の
組
合
に
よ

っ
て
、
末
聾
紗
制
度
の
弊
害
が
額
著
と
な
る
ま
で
の
相
嘗

の
期
聞
は
安
定
的
な
瞳
法
鐙
制
を
維
持
出
来
る
と
共
に
、
煩
墳
な
聾
供
給
の
行
政
務
務
を
著
し
く
軽
減
す
る
こ
と
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ

恥
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官
買
法
下
末
撞
紗
の
護
行
に
つ
い
て
は
、
そ
の
初
期
の
頃
に
は
、
京
師
権
貨
務
設
行
や
東
南
地
方
現
地
博
易
務
護
行
な
ど
の
多
元
的
護
行
法

が
行
わ
れ
、
叉
同
時
に
現
銭
納
入
護
行
や
穀
物
納
入
護
行
な
ど
の
多
角
的
護
行
法
も
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
多
元
多
角
的
護
行
法
は
、
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末
堕
紗
創
制
の
事
情
の
多
様
さ
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
創
制
後
の
運
用
の
間
に
そ
れ
は
次
第
に
京
師
渡
行
と
現
銭
護
行
と
の
方
向
に

絞
ら
れ
、

迭
に
安
聖
一
万
年
(
一

O
二
三
)
の
頃
に
は
京
師
現
鎮
護
行
法
の
一
本
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
時
人
は
末
盟
紗
の
「
見

銭
法
」

と
呼
稿
し
て
い
る
。
こ
の
京
師
現
銭
渡
行
法
に
よ
る
末
盟
紗
の
緩
行
額
は
程
な
く
年
間
二
百
寓
貫
を
超
え
、

嘉
祐
年
間
(
一
O
五
六
J
〉

に
は
四
百
高
貫
に
も
濯
し
、
照
壁
新
法
期
に
は
康
域
商
業
抑
制
策
に
よ
っ
て
二
百
蔦
貫
程
度
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
北
宋
後
期
に
は
再

び
四
百
蔦
貫
を
超
え
る

E
額
の
現
銭
牧
入
を
奉
げ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
名
高
い
茶
法
や
便
銭
法
や
そ
の
他
の
中
央
財
政
現
銭
牧
入
法
の
絶

べ
て
を
大
幅
に
超
え
る
長
期
安
定
的
な
中
央
財
政
現
銭
牧
入
額
で
あ
る
。
何
が
末
瞳
紗
の
京
師
現
銭
夜
行
法
を
か
く
も
助
長
育
成
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
中
央
財
政
利
便
に
よ
る
財
政
誘
導
策
の
結
果
と
い
う
だ
け
で
は
理
解
し
難
い
末
瞳
紗
設
行
額
の
成
長
で
あ
り
、
贋
域
流
通
商
業
の
京

師
|
東
南
地
方
間
迭
銭
利
便
の
問
題
を
大
き
く
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
所
以
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
末
盟
紗
の
多
元
多
角
的
護
行
法
か
ら
京
師
現
銭
護
行
法
へ
の
統
合
の
時
期
に
、
こ
れ
と
全
く
並
行
し
て
、
そ
れ
ま
で
は
北
方
進

境
軍
需
糧
草
交
妙
に
射
す
る
振
替
護
行
が
主
で
あ
っ
た
茶
紗
の
護
行
に
つ

い
て
も
、
同
じ
く
天
聖
元
年
か
ら
「
貼
射
法
」
と
稿
さ
れ
る
京
師
現

@
 

銭
渡
行
法
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
此
の
茶
紗
の
京
師
現
銭
護
行
法
採
用
を
機
と
し
て
、
茶
紗
は
そ
れ
ま
で

の
北
方
溢
境
糧
草
受
紗
に
劃
す
る
支
梯
と
い
う
財
政
需
要
に
よ
っ
て
の
み
設
行
さ
れ
る
凱
設
の
弊
害
を
脱
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
京
師
中

央
財
政
は
末
盤
紗
の
現
銭
授
行
法
と
同
様
に
、

E
額
の
中
央
財
政
現
銭
牧
入
を
拳
げ
得
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
又
一
方
で
は
透
境
軍
需
糧
草
交
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妙
に
射
す
る
支
梯
に
は
、
別
途
支
梯
策
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
末
瞳
紗
や
茶
紗
の
京

師
現
銭
護
行
法
の
成
立
と
並
行
し
て
、
同
様
に
年
間
三
百
高
貫
近
く
に
も
達
す
る

E
額
の
中
央
財
政
現
銭
牧
入
を
掌
げ
て
い
た
京
師
|
東
南
地

方
間
便
銭
紗
の
存
在
も
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
使
銭
紗
は
末
盟
紗
や
茶
紗
の
よ
う
な
物
資
手
形
で
は
な
い
が
、
、
迭
銭
手
形
と
し
て
同
様

に
E
額
の
中
央
財
政
現
銭
牧
入
を
穆
げ
て
い
た
貼
が
、
末
瞳
紗
や
茶
紗
の
現
銭
設
行
法
の
展
開
と
関
連
し
て
問
題
と
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

此
の
よ
う
な
末
瞳
紗
や
茶
紗
の
現
鎮
護
行
法
と
便
銭
紗
と
の
並
行
運
用
に
よ
っ
て
は
、
中
央
財
政
は
年
間
数
百
蔦
貫
の
E
額
の
現
銭
枚
入
を

拳
げ
得
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
叉
同
時
に
、
そ
れ
ま
で
は
主
と
し
て
茶
紗
や
便
銭
妙
に
負
わ
せ
て
い
た
溢
境
糧
草
交
妙
に
封
す
る
相
嘗
E



額
の
支
梯
の
整
理
操
作
の
問
題
が
残
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
と
も
か
く
、
末
聾
紗
現
銭
護
行
法
の
成
長
と
茶
紗
の
現
銭
震
行
法
へ
の

切
替
に
よ
る
京
師
現
銭
牧
入
の
急
増
は
、
こ
の
漫
境
糧
草
交
紗
に
劃
す
る
支
抽
併
を
合
理
的
に
現
銭
に
よ
っ
て
支
排
う
こ
と
を
可
能
と
さ
せ
、
そ

れ
ま
で
の
漫
境
糧
草
交
妙
に
劃
す
る
茶
紗
の
優
遇
振
替
護
行
と
い
う
よ
う
な
財
政
経
済
的
損
失
弊
害
を
大
い
に
是
正
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

@
 

こ
れ
が
北
方
謹
境
糧
草
交
妙
に
劃
す
る
現
銭
支
梯
法
の
成
立
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
翠
に
「
見
銭
法
」
と
稿
さ
れ
る
も
の
に
も
、
末
瞳
紗
や

茶
紗
の
京
師
現
銭
護
行
法
が
あ
り
、
そ
の
中
央
財
政
現
銭
牧
入
の
支
梯
面
と
し
て
、
過
境
糧
草
交
妙
に
射
す
る
京
師
現
銭
支
梯
法
が
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
末
聾
妙
・
茶
紗
・
便
銭
紗
な
ど
の
現
銭
護
行
法
と
そ
れ
に
似
割
腹
す
る
漫
境
糧
草
交
紗
に
劃
す
る
現
銭
支
梯
法
の
成
立
は
、
嘗
然
現
銭

設
行
法
に
よ
る
現
銭
牧
入
と
現
銭
支
梯
法
に
よ
る
現
銭
支
出
と
の
均
衡
を
求
め
る
。
現
銭
法
へ
の
切
替
が
遅
れ
た
茶
紗
の
現
銭
護
行
法
の
施
行

は
、
こ
の
よ
う
な
現
銭
牧
支
均
衡
の
目
途
の
上
に
篤
さ
れ
た
観
が
あ
る
。
京
師
現
銭
牧
支
封
雁
均
衡
策
の
必
要
と
な
る
所
以
で
あ
る
が
、
「
見

銭
法
」
と
は
贋
く
は
こ
の
現
銭
牧
支
劉
腔
均
衡
策
の
意
に
も
と
れ
る
場
合
が
あ
る
程
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
問
題
は
こ
の
京
師
現
銭
牧
支
針
腔

均
衡
策
の
牧
入
面
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
過
境
糧
草
受
妙
に
劃
す
る
支
梯
額
は
年
間
三
・
四
百
首
円
買
を
前
後
す
る
程
度
で
あ
る
の
に
劃
し
、
末

瞳
紗
・
茶
紗
・
便
銭
紗
の
牧
入
額
は
計
数
の
上
で
は
各
々
二
百
首
問
貫
強
の
計
六
百
蔦
貫
以
上
に
も
達
す
る
獄
況
で
は
、
一
見
現
銭
牧
支
割
腹
均

衡
策
は
極
め
て
ゆ
と
り
を
持
っ
て
運
営
さ
れ
、
進
境
糧
草
調
達
に
つ
い
て
は
徐
裕
が
あ
り
、
末
盤
紗
・
茶
紗
な
ど
の
物
資
手
形
は
商
業
的
需
要

- 53ー

に
沿
っ
て
健
全
な
展
開
を
建
げ
得
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
末
盟
紗

・
茶
紗
・
便
銭
紗
な
ど
の
行
使
の
展
開
過
程
は
必
ず
し

も
長
期
安
定
的
で
は
な
く
、
北
方
溢
境
戦
争
に
伴
う
財
政
難
の
影
響
な
ど
は
一
腔
論
外
に
置
く
と
し
て
も
、
各
々
の
量
的
質
的
展
開
に
は
瑳
展

と
混
落
と
の
著
し
い
差
異
が
あ
っ
た
。
便
銭
紗
は
天
稽
年
間
の
頃
か
ら
著
し
く
縮
少
し
て
、
照
豊
年
間
の
相
嘗
な
復
活
を
除
い
て
は
衰
微
の
極

を
辿
り
、
茶
紗
は
現
銭
護
行
法
維
持
困
難
の
低
落
過
程
を
経
て
、
嘉
祐
年
聞
に
は
年
間
数
十
高
貫
程
度
に
ま
で
激
減
し
、
末
瞳
紗
の
み
が
北
宋

末
期
ま
で
年
間
三
・
四
百
蔦
貫
程
度
の
牧
入
額
を
保
っ
て
、
長
期
安
定
的
展
開
を
遂
げ
る
の
が
賞
情
で
あ
る
。

377 

本
論
考
は
此
の
よ
う
な
末
盟
妙
・
茶
紗
・
便
銭
紗
な
ど
の
交
紗
類
の
京
師
現
銭
護
行
法
の
形
成
と
盛
衰
の
過
程
を
漫
境
糧
草
交
紗
に
劃
す
る
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京
師
現
銭
支
梯
法
と
の
封
薩
閥
係
に
於
い
て
考
察
し
、
そ
れ
ら
を
総
合
す
る
京
師
現
銭
牧
支
割
腹
均
衡
策
の
推
移
運
用
を
考
察
し
、
延
レ
て
は

特
に
そ
の
牧
入
蘭
の
交
紗
類
護
行
・
行
使
の
控
動
や
嬰
動
の
原
因
な
ど
を
南
北
贋
域
流
通
経
済
の
基
盤
の
上
に
考
察
し
た
い
と
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
本
稿
で
は
、
先
ず
末
堕
紗
に
つ
い
て
そ
の
京
師
現
銭
護
行
法
の
形
成
と
推
移
の
過
程
を
進
境
糧
草
交
紗
に
封
す
る
京
師
現
銭
支
排
法
と

の
割
膝
関
係
に
於
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

末
盟
紗
の
京
師
現
銭
設
行
法
の
定
着

東
南
地
方
の
官
賓
盟
法
鐙
制
下
に
お
け
る
官
寅
法
下
末
盟
紗
制
度
の
創
制
は
、
天
梧
元
年
の
京
師
棉
貨
務
の
末
臨
紗
護
行
開
始
に
よ

っ
て
確

認
さ
れ
る
が
、
此
の
創
制
期
の
末
瞳
紗
の
渡
行
法
に
は
京
師
設
行
や
東
南
地
方
護
行
が
あ
り
、
夫
々
に
現
銭
の
納
入
に
よ
る
現
銭
設
行
や
穀
物

等
の
納
入
に
よ
る
物
資
夜
行
も
あ
っ
て
、
末
盟
紗
の
護
行
は
多
元
多
角
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
多
元
多
角
的
援
行
法
が
そ
の
後
次
第
に
京
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師
現
銭
瑳
行
の
一
本
に
統
合
さ
れ
て
、
京
師
物
資
護
行
や
地
方
護
行
な
ど
は
縮
少
廃
止
さ
れ
、
天
聖
年
間
の
初
め
に
は
京
師
現
銭
護
行
法
の
み

が
末
臨
紗
の
稜
行
法
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
末
盟
紗
の
京
師
現
銭
護
行
法
の
成
立
過
程
は
別
考
の
通
り
で

@
 

あ
る
が
、
こ
の
考
察
を
踏
ま
え
た
上
で
、
京
師
現
銭
瑳
行
法
の
成
立
年
次
を
強
い
て
確
認
す
れ
ば
、

そ
れ
は
天
聖
元
年
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

ぅ
。
と
い
う
の
は
、
結
資
治
通
鑑
長
編
巻
一
百
十
三
明
道
二
年
是
歳
の
僚
に

先
是
天
桔
初
、
募
人
入
絹
銭
粟
舟
京
師
及
准
南
江
川
削
荊
湖
州
軍
易
盟
。
乾
輿
元
年
、

入
銭
貨
京
師
、
総
局
網
銭

一
百
十
四
高
。
曾
遁
泰
煮

瞳
歳
損
、
所
在
積
儲
無
幾
。
因
罷
入
粟
島
、
第
令
入
銭
。

と
あ
る
記
事
に
よ

っ
て
、
粟
白
m
な
ど
を
入
納
さ
せ
る
物
資
護
行
法
を
駿
止
し
て
現
銭
瑳
行
法
の
み
に
統
合
し
た
の
は
、
末
盟
紗
の
設
行
額
統
計

を
整
理
し
た
乾
輿
元
年
の
恐
ら
く
翌
天
聖
元
年
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
茶
紗
の
京
師
現
銭
護
行
法
の
成
立
も
こ
れ
と
同
年
の
天

聖
元
年
で
あ
る
と
レ
う
こ
と
は
甚
だ
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
現
銭
護
行
法
の
中
に
は
、
理
屈
の
上
で
は
地
方
現
銭
護
行
も
含
ま
れ

る
が
、
そ
れ
は
南
北
贋
域
商
業
に
と
っ
て
利
盆
が
少
い
か
ら
、
殆
ど
無
か
っ
た
と
考
え
て
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
末
盟
紗
の
京
師
現
銭
護
行
法
は
、
そ
の
後
は
明
道
二
年
の
参
知
政
事
王
随
の
遁
商
瞳
法
建
言
に
至
る
ま
で
、
ほ

ほ
十
年
間
は
原
則
的
に
は
そ
の
ま
ま
運
営
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
此
の
間
、
形
式
的
に
も
内
容
的
に
も
完
全
な
京
師
現
銭
護
行
法
の

み
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
極
く
若
干
の
京
師
物
資
護
行
や
進
境
糧
草
交
紗
に
劃
す
る
振
替
護
行
を
意
味
す
る
「
繭
換
」
護
行
が
、
京

@
 

師
現
銭
護
行
に
準
ず
る
内
容
で
容
認
さ
れ
て
い
た
の
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
例
え
ば
、
宋
舎
要
璃
稿
食
貨
三
六
棉
易
天
聖
八
年
十
一

月
の
僚
に

三
司
言
。

:
L
:
(
中
略
)
:
:
:
。
今
秋
豆
粟
債
賎
。
勘
舎
、
馬
料
粟
豆
見
在
数
無
多
。
欲
於
在
京
折
中
倉
、
許
客
人
中
大
豆
三
十
寓
碩
粟

二
十
寓
碩
。

一
依
奮
例
、
除
依
時
佑
慣
例
、
毎
掛
上
添
簡
銭
十
文
紐
算
債
銭
。
毎
一
百
貫
矯
則
、
内
七
十
貫
算
請
解
州
頼
盤
。
即
依
在
京

入
納
見
銭
鐙
例
、
毎
七
百
文
支
一
貫
文
引
。
三
十
貫
支
向
南
州
軍
末
盤
。
即
盟
上
更
不
減
債
、
亦
無
加
撞
。
所
有
上
件
末
盟
三
十
貫
文
、

更
於
樺
貨
務
貼
納
見
銭
三
十
貫
文
、
亦
依
本
務
納
見
銭
健
例
、
毎
貫
上
加
擾
銭
八
十
文
、
共
六
十
二
貫
四
百
文
、
給
向
南
末
盟
交
引
。

主
あ
っ
て
、
「
支
向
南
州
軍
末
瞳
」
や
「
給
向
南
末
盟
交
引
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
相
嘗
煩
演
な
付
帯
篠
件
は
つ
い
て
い
て
も
、
と
も
か

く
京
師
納
入
の
馬
料
穀
物
に
射
し
て
末
盟
紗
が
瑳
行
さ
れ
た
京
師
物
資
護
行
の
例
で
あ
る
し
、
叉
舎
要
食
貨
三
九
市
纏
糧
草
天
聖
七
年
十
一
月
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三
日
の
僚
に

①
 

三
司
言
。
西
京
管
界
今
年
大
熟
。
欲
許
客
放
於
彼
虚
入
納
諸
色
刷
用
創
、
依
市
慣
毎
十
貫
添
七
百
文
、
令
取
便
指
射
自
京
東
京
西
及
向
南
州

軍
見
銭
。
如
願
要
香
茶
及
頼
末
盟
白
磐
等
交
引
、
並
聴
。
従
之
。

「
番
茶
及
頼
末
聾
白
饗
等
交
引
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
西
京
洛
陽
納
入
の
穀
物
に
劃
し
、
商
人
の
希
墓
に
よ
っ
て
、
西
京
糧

草
交
紗
か
ら
の
振
替
手
績
を
鰹
て
、
茶
紗
・
頼
瞳
紗
な
ど
と
並
ん
で
末
盟
紗
が
護
行
さ
れ
た
例
で
あ
る
し
、
叉
更
に
曾
要
食
貨
三
六
椛
易
天
聖

と
あ
っ
て
、

七
年
十
二
月
の
僚
に

。一
一
一
司
き
弓
:
:
:
(
中
略
〉
:
:
:
。
省
司
君
詳
元
敷
、
蓋
痛
快
西
沿
逃
州
軍
、
地
居
山
晩
、
道
路
阻
陸
、
所
要
根
草
、
難
以
斡
運
。
是
以
撃

童
、
依
毎
斗
東
確
的
見
貰
債
銭
、
許
客
入
便
根
草
、
給
付
客
人
交
引
、
上
京
請
領
見
銭
。
如
恐
客
放
情
願
便
換
外
鹿
州
軍
見
鏡
、
或
算
請

379 
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茶
貨
呑
繋
象
牙
頼
末
盟
白
磐
交
引
、
亦
取
客
人
自
使
、

と
あ
る
の
や
、
同
書
同
項
同
僚
に
て
三
司
が
引
用
し
た
天
聖
元
年
五
月
教
に

定
奪
所
奏
。
快
西
沿
遁
州
軍
、
許
客
津
般
粗
草
赴
倉
場
入
納
、
乃
以
逐
月
逐
旬
毎
斗
東
確
的
見
買
債
銭
紐
計
貫
百
、
等
第
加
鏡
給
付
交

引
、
到
京
一
文
支
還
一
文
見
銭
。
如
情
願
便
換
外
慮
州
軍
見
銭
、
或
算
請
茶
貨
呑
爽
象
牙
頼
末
瞳
白
磐
交
引
、
亦
取
客
人
穏
便
、
於
在
京

権
貨
務
、
依
入
納
見
銭
算
買
加
鏡
則
例
、
醗
換
交
引
文
字
、
往
指
射
去
慮
請
。

と
あ
る
の
は
、
天
聖
年
聞
を
通
じ
て
、
快
西
過
境
軍
需
糧
草
納
入
の
糧
草
交
妙
に
劉
し
、
商
人
の
希
墓
に
よ
っ
て
は
、
茶
紗
や
頼
盟
紗
な
ど
と

並
ん
で
、
末
盟
紗
の
振
替
・
醜
換
護
行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
末
盟
紗
護
行
の
例
を
見
る
と
、
天
草
元
年
の
末
盟
紗
の
京

師
現
銭
護
行
法
の
成
立
後
も
、
そ
れ
以
前
の
時
期
と
全
く
饗
ら
ず
に
、
多
角
的
な
物
資
護
行
が
行
わ
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
更
に
は
遁
境
糧
草

交
紗
を
末
瞳
妙
に
振
替
え
る
所
の
翻
換
護
行
も
が
加
え
ら
れ
て
、
京
師
現
鎮
護
行
法
は
そ
の
首
初
か
ら
有
名
無
責
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え

た
り
の
財
政
操
作
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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る
。
も
し
そ
の
通
り
な
ら
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
来
た
末
盟
診
の
京
師
現
銭
設
行
法
は
、
財
政
原
則
の
成
立
で
も
何
で
も
な
く
、
単
な
る
場
首

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
例
を
そ
の
ま
ま
完
全
な
末
瞳
紗
の
物
資
護
行
法
の
存
在
や
弊
害
多
き
翻
換
護
行
法
の
存
在
と
見
な
し
、
京
師
現

銭
護
行
法
の
存
在
を
軽
視
す
る
の
は
諜
り
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
例
を
良
く
検
討
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
確
に
形
式
的
に
は
物
資
護

行
や
醜
換
護
行
の
例
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
が
、
内
容
的
に
は
或
い
は
完
全
に
現
銭
護
行
法
に
従
属
す
る
か
或
い
は
弊
害
な
き
翻
換
護

行
と
し
て
、
小
さ
な
分
捲
匡
分
を
輿
え
ら
れ
て
存
在
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
従
属
的
補
助
的
運
用
が
却
っ
て
現
銭

渡
行
法
の
財
政
原
則
た
る
重
み
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
梢
具
燈
的
に
こ
れ
ら
の
例
の
内
容
を
見
ょ
う
。
先
ず
、
京
師
納
入

の
馬
料
穀
物
に
針
す
る
末
盟
紗
の
物
資
渡
行
の
例
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
臨
時
調
達
の
馬
料
穀
物
に
穂
額
五
十
高
石
の
大
枠

が
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
内
三
割
の
み
が
末
聾
紗
物
資
護
行
の
枠
で
あ
り
、
そ
の
上
更
に
同
額
の
現
銭
の
「
貼
納
L

に
よ
っ
て
、
始
め
て
末
盟

紗
の
護
行
が
許
可
さ
れ
る
と
い
う
付
帯
篠
件
の
積
み
重
ね
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
二
重
三
重
の
篠
件
を
繍
え
て
、
や
っ
と
現
銭
設
行
に
準



ず
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
物
資
護
行
は
か
り
そ
め
に
も
現
鎮
護
行
と
同
等
に
運
営
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
針
等
の
立

場
を
持
た
ぬ
物
資
護
行
が
、
ど
う
し
て
現
銭
護
行
法
を
侵
食
し
て
そ
れ
を
有
名
無
賓
と
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
こ
れ
は
天
聖
年
間
の
物
資

護
行
法
の
受
け
た
巌
し
い
従
属
的
規
制
を
示
す
と
同
時
に
、
却
っ
て
現
鎮
護
行
法
の
財
政
原
則
化
を
示
す
好
例
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
次
に
、

快
西
糧
草
交
紗
に
射
す
る
末
瞳
紗
の
翻
換
護
行
の
例
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
天
聖
年
聞
を
通
じ
て
、
「
依
入
納
見
銭
算
買
加
鏡

則
例
、
醗
換
交
引
文
字
」
と
あ
る
記
事
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
醗
換
護
行
は
現
銭
護
行
法
の
加
鏡
則
例
の
適
用
を
受
け
て
、
現
銭
護
行
と

全
く
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
加
鏡
則
例
と
は
、
具
睦
的
に
は
先
の
京
師
納
入
の
馬
料
に
劃
す
る
末
瞳
紗

の
物
資
護
行
の
記
事
に
「
在
京
入
納
見
銭
瞳
例
」
と
見
え
て
お
り
、
現
銭
護
行
の
場
合
に
だ
け
「
毎
貫
上
加
撞
銭
八
十
文
」
の
通
常
割
増
を
興

え
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
物
資
護
行
が
「
貼
納
」
な
ど
の
巌
し
い
付
帯
保
件
を
揃
え
て
、
や
っ
と
現
銭
護
行
に
準
ず
る
扱
を
受
け
る
の

に
封
し
、
翻
換
護
行
の
方
は
何
の
付
帯
篠
件
も
無
く
直
ち
に
現
銭
護
行
と
同
等
の
扱
を
受
け
、
逼
常
割
増
も
輿
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
翻
換
護
行
は
物
資
護
行
よ
り
も
有
別
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
は
明
き
ら
か
に
、
京
師
穀
物
納
入
な
ど
と
比
べ
て
、
快
西
没
境
軍
需
糧

草
納
入
を
重
視
し
た
表
れ
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
物
資
護
行
に
比
べ
て
有
利
で
あ
る
と
は
言
っ
て
も
、
現
鎮
護
行
と
同
等
の
扱
を
受
け
る
と
い
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や
は
り
獅
換
護
行
は
現
銭
護
行
法
を
侵
食
し
て
そ
れ
を
有
名
無
責
に
す
る
こ
と
は
出
衆
な
い
。
と
い
う
の
は
、
融
換
護
行
が
現

鎮
護
行
と
同
等
の
扱
を
受
け
る
だ
け
で
は
、
快
西
糧
箪
交
紗
の
支
携
を
求
め
る
商
人
は
、
京
師
現
銭
支
梯
よ
り
末
撞
紗
の
翻
換
瑳
行
に
乗
替
え

る
商
業
的
利
盆
も
全
く
無
い
の
で
、
融
換
護
行
に
殺
到
集
中
す
る
い
わ
れ
も
無
く
、
二
者
揮
一
の
内
す
で
に
京
師
現
銭
支
排
法
に
よ
っ
て
保
障

さ
れ
て
い
て
商
業
的
利
便
に
か
な
う
現
銭
支
携
を
受
け
る
の
が
常
態
と
な
り
、
従
っ
て
翻
換
稜
行
が
現
銭
護
行
法
を
侵
食
す
る
こ
と
な
ど
は
起

う
だ
け
で
は
、

こ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
強
い
て
末
瞳
紗
が
入
用
な
ら
ば
、
殊
更
に
醗
換
護
行
を
受
け
な
く
と
も
、
支
排
を
受
け
た
現
銭
を
再
び
納
入
し
て

現
銭
設
行
を
受
け
る
こ
と
も
出
来
る
し
、
そ
れ
で
何
の
損
得
も
無
い
。
つ
ま
る
所
、
現
銭
護
行
と
同
等
の
扱
を
受
け
る
翻
換
設
行
と
は
、
現
銭

支
排
法
の
施
行
以
前
か
ら
翻
換
護
行
を
受
け
て
い
た
商
人
に
劃
す
る
便
宜
的
慮
置
で
あ
り
、
糧
草
交
換
に
劃
す
る
京
師
現
銭
支
梯
法
と
末
盟
紗

381 

の
京
師
現
銭
護
行
法
と
を
つ
な
ぐ
現
銭
牧
授
の
手
績
の
繰
り
返
し
を
若
干
の
場
合
に
つ
い
て
の
み
簡
略
化
し
た
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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現
銭
牧
授
の
手
綴
を
簡
略
化
す
る
意
味
し
か
持
た
ぬ
融
換
護
行
が
、
現
銭
護
行
法
を
侵
食
し
て
そ
れ
を
有
名
無
貫
と
す
る
こ
と
も
な
い
理
が
知

ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
融
換
護
行
の
伸
び
な
か
っ
た
具
鰻
的
な
誼
披
は
、
先
掲
の
曾
要
食
貨
三
六
椛
易
天
草
七
年
十
二
月
の
僚
に
て
三
司
が

引
用
し
た
「
在
京
特
貨
務
及
解
州
天
聖
六
年
正
月
一
日
至
十
二
月
移
支
過
快
西
沿
溢
州
軍
便
液
糧
草
見
銭
茶
盟
諸
般
交
引
銭
」
の
総
額
二
百
四

十
七
寓
六
千
三
百
二
十
七
貫
二
十
六
文
の
中
、
末
瞳
紗
の
繭
換
説
弘
行
を
受
け
た
の
は
僅
か
に
九
高
四
千
三
百
八
十
八
貫
七
百
文
に
し
か
過
ぎ
ぬ

欣
況
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
。
此
の
峡
西
糧
草
交
紗
に
削
到
す
る
概
換
設
行
の
例
は
、

こ
れ
亦
天
聖
年
聞
の
末
盤
妙
の
現
銭
護
行
法

の
財
政
原
則
化
を
示
す
好
例
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
燭
れ
残
し
た
が
、

事
が
無
い
の
で
、
そ
の
内
容
は
定
か
で
は
な
い
が
、

西
京
納
入
の
穀
物
に
射
す
る
末
盟
紗
の
護
行
に
つ
レ
て
は
、
具
睦
的
記

こ
れ
も
快
商
糧
草
交
紗
に
射
す
る
椀
換
設
行
と
同
等
か
そ
れ
以
下
の
扱
を
受
け
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
附
言
す
る
が
、
末
盟
妙
の
概
換
設
行
が
現
銭
護
行
法
を
侵
食
す
る
の
は
、

そ
れ
が
現
銭
瑳
行
と
同
等
の
扱
を
受
け
た
際
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
見
れ
ば
、
明
き
ら
か
に
、
糧
草
交
紗
に
射
す
る
京
師
現
銭
支
梯
法
が
運
営
難
に
陥
っ
た
り
、
或
い
は
融
換
護
行
の
方
に

現
銭
瑳
行
よ
り
有
利
な
優
遇
割
増
が
付
け
ら
れ
た
際
だ
け
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
天
聖
年
間
の
弊
害
な
き

末
瞳
紗
の
踊
換
夜
行
法
と
康
定
・
慶
暦
年
間
の
優
遇
割
増
付
き
献
換
護
行
法
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
別
に
考
察
し
た
向
、

」
こ
で
は
現
銭
護
行

。。

法
の
立
場
か
ら
、
梢
詳
細
に
考
察
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
天
聖
元
年
の
末
盟
紗
の
京
師
現
銭
夜
行
法
の
成
立
後
も
、

な
お
若

干
の
京
師
物
資
渡
行
や
糧
草
交
紗
に
射
す
る
翻
換
設
行
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
物
資
設
行
は
現
銭
護
行
と
同
等
に
扱
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

叉
繭
換
瑳
行
は
現
銭
渡
行
と
全
く
同
等
に
扱
わ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
濯
揮
す
る
商
業
的
利
盆
が
無
か

っ
た
の
で
、

そ
の
い
づ
れ
も
京
師
現
銭

夜
行
法
の
存
在
を
脅
や
か
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
物
資
渡
行
や
融
換
護
行
の
運
用
は
、
明
き
ら
か
に
現
銭

夜
行
法
を
財
政
原
則
と
す
る
財
政
嘗
局
の
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

」
の
聞
に
現
銭
瑳
行
法
は
定
着
の
基
盤
を
固
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
末
盟
診
の
京
師
現
銭
瑳
行
法
が
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
、
俄
に
そ
の
財
政
原
則
を
緩
め
て
、
再
び
物
資
護
行
や
現
地

瑳
行
を
含
む
多
元
多
角
的
護
行
法
を
採
用
す
る
事
態
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
堕
法
制
度
改
革
上
著
名
な
参
知
政
事
王
障
の
東
南
瞳
法
鐙
制
を
抜

本
的
に
官
買
盟
法
か
ら
通
商
瞳
法
に
改
後
せ
ん
と
す
る
建
言
に
設
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
建
言
は
現
質
的
で
な
い
と
し
て
否
決
さ
れ
た
も
の



の
、
産
瞳
場
に
お
け
る
滞
積
盟
の
存
在
な
ど
の
官
貰
盟
法
健
制
の
溢
滞
一
弊
害
現
象
を
除
去
す
る
も
の
と
し
て
、
盟
の
流
通
消
費
を
一
一
層
促
準
す

@
 

る
た
め
の
末
瞳
紗
護
行
増
大
策
が
採
用
さ
'れ
た
か
ら
で
あ
る
。
盟
法
鰻
制
全
般
に
わ
た
る
高
次
元
の
政
策
検
討
の
結
果
で
あ
る
か
ら
、
い
か
に

定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
末
盟
紗
の
護
行
法
の
改
饗
も
止
む
を
得
ぬ
所
で
は
あ
っ
た
ろ
う
。
長
編
巻
一
百
十
三
明
道
二
年
是
歳
の
僚
に
ー

久
之
積
瞳
復
多
。
於
是
参
知
政
事
王
随
建
言
、
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
ゎ
願
得
権
聴
通
商
三
五
年
、

マ
ム置
折
博
務
於
揚

州
、
使
職
銭
及
粟
吊
、
計
直
予
盤
O
i
-
-
・
(
中
略
)
:
:
:
。
即
詔
翰
林
侍
讃
皐
士
宋
綬
極
密
直
拳
士
張
若
谷
知
制
詰
丁
度
、
興
三
司
使
江

⑪
 

准
制
置
使
同
議
可
否
。
皆
以
謂
、
聴
通
商
、
則
恐
私
販
建
行
、
侵
議
豚
官
。
請
救
制
置
司
、
盆
造
船
運
至
諸
路
、
使
皆
有
二
三
年
之
蓄
、

号
得
出
城
、
徐
州
聴
詣
豚

使
商
人
入
銭
京
師
、

復
天
一
一
帽
元
年
制
、
聴
商
人
入
銭
粟
京
師
及
准
掘
削
江
南
荊
湖
州
軍
易
盤
。
在
遁
泰
楚
海
員
揚
漣
水
高
郵
貿
易
者
、

鎖
、
勢
至
郷
村
。
其
入
銭
京
師
、
増
盟
予
之
。

と
あ
る
の
は
、
参
知
政
事
王
随
の
東
南
盤
法
睦
制
改
獲
を
意
園
す
る
建
言
を
博
え
る
と
共
に
、
そ
れ
を
否
定
し
た
後
の
官
買
聾
法
振
興
策
と
し

て
、
末
盟
紗
護
行
額
増
大
の
た
め
の
多
元
多
角
的
援
行
法
復
活
の
寅
情
を
博
え
る
も
の
で
あ
る
。

「
復
天
轄
元
年
制
、
聴
商
人
入
銭
粟
京
師
及

准
漸
江
南
荊
湖
州
軍
易
盟
」
と
あ
る
記
事
に
よ
っ
て
、
天
聖
元
年
以
降
殆
ど
定
着
し
て
い
た
末
盟
紗
の
京
師
現
銭
護
行
法
を
緩
和
し
て
、
天
稽

元
年
創
制
期
の
多
元
多
角
的
護
行
法
に
逆
戻
り
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
叉
「
徐
州
聴
詣
鯨
鎖
、
勢
至
郷
村
」
と
あ
る
記
事
に
よ
っ
て
、
末
盟
紗

行
使
販
盟
市
場
を
州
城
大
都
市
か
ら
密
貰
瞳
混
入
の
恐
れ
の
少
い
鯨
鎖
に
至
る
ま
で
描
大
容
認
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
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「
其
入
銭
京
師
、
増
盟
予
之
」
の
記
事
に
よ
っ
て
、
多
元
多
角
的
援
行
法
と
は
矛
盾
す
る
現
銭
護
行
保
護
の
姿
勢
が
、
依
然
と
し
て
残
存
し
て

い
る
こ
と
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
末
瞳
紗
護
行
額
増
大
策
に
よ
っ
て
、
末
盟
紗
護
行
額
が
増
大
す
る
の
は
勿
論
の
こ
と
と
し

て
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
京
師
現
銭
設
行
を
含
む
多
元
多
角
的
援
行
法
内
の
各
々
の
護
行
額
も
、
各
々
の
商
業
的
利
便
を
背
景
と
し
て
相
嘗
な

伸
長
を
見
せ
そ
う
な
こ
と
も
議
想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

明
道
二
年
、
こ
う
し
て
再
瑳
足
し
た
末
瞳
紗
の
多
元
多
角
的
護
行
法
は
、
末
瞳
紗
護
行
額
増
大
の
た
め
の
苦
心
の
組
合
的
盟
法
政
策
で
あ
っ

383 

た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

議
想
に
反
し
て
多
元
多
角
的
護
行
の
数
果
は
薄
く
、
僅
か
二
年
に
し
て
破
棄
さ
れ
、
再
び
京
師
現
銭
瑳
行
の

一
本
に
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統
合
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
宋
史
食
貨
志
下
回
盟
中
准
南
盟
の
項
の
明
道
二
年
参
知
政
事
王
随
建
言
に
績
く
候
に

景
祐
二
年
。
諸
路
博
易
無
利
、
途
罷
。
市
入
銭
京
師
如
故
。

と
あ
る
の
は
、
折
角
の
多
元
多
角
的
護
行
法
の
一
方
の
柱
で
あ
る
京
師
現
銭
護
行
ば
か
り
が
伸
び
て
、
他
方
の
柱
で
あ
る
筈
の
現
地
物
資
護
行

は
極
端
な
低
迷
を
綴
け
た
た
め
に
、

遂
に
現
地
物
資
瑳
行
は
底
止
さ
れ
、
京
師
現
銭
護
行
の
み
が
残
っ

た
こ
と
を
俸
え
る
も
の
で
あ
る
。

諸

路
博
易
」
即
ち
末
盟
紗
の
現
地
物
資
護
行
が
低
迷
し
京
師
現
銭
護
行
の
み
が
増
大
し
た
こ
と
は
、
他
に
も
文
献
逼
考
径
十
五
征
格
考
二
盟
織
の

項
の
「
五
代
時
盟
法
太
峻
」
の
僚
に
付
さ
れ
た
止
粛
陳
氏
自
の
記
事
に

京
師
歳
入
見
銭
、
至
二
百
二
十
高
。

諸
路
餅
斗
、
至
十
蔦
石
。

奏。
」

「
見
是
年
(
景
砧
二
年
〉
八
月
准
南
江
漸
荊
湖
一
隅
建
等
路
提
奉
盟
事
朱
某

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
甚
だ
具
鰻
的
に
知
ら
れ
る
。
こ
の
記
事
の
利
用
に
は
若
干
の
考
誼
も
必
要
で
あ
る
が
、
末
瞳
紗
の
京
師
現
銭
護
行
額
は
天

聖
末
年
の
百
八
十
寓
恥
か
ら
二
百
二
十
寓
貫
に
も
増
大
し
て
い
る
の
に
、
現
地
物
資
護
行
額
の
方
は
僅
か
穀
物
十
高
石
に
止
ま

っ
て
い
る
こ
と

一
方
の
柱
で
あ
る
現
地
物
資
護
行
が
僅
か
に
十
高
石
田
ち
現
銭
換
算
数
高
貫
に
止
ま
る
朕
況
で
は
、
多
元
多

角
的
護
行
法
の
精
力
的
運
用
の
意
義
は
無
く
、
再
び
京
師
現
鎮
護
行
法
の
一
本
に
統
合
さ
れ
た
の
も
止
む
を
得
ぬ
観
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
多

に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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元
多
角
的
援
行
法
の
推
移
の
過
程
に
、
そ
の
他
の
京
師
物
資
護
行
や
現
地
現
銭
設
行
な
ど
の
存
在
が
見
え
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら

く
、
京
師
物
資
護
行
は
「
其
入
銭
京
師
、
増
盟
予
之
」
と
あ
る
京
師
現
銭
護
行
保
護
策
に
よ
っ
て
抑
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
現
地
現
銭
護

行
は
東
南
地
方
康
域
商
業
の
商
機
に
合
わ
ぬ
か
ら
伸
び
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
折
角
の
末
盟
紗
護
行
額
増
大
策
も
、
京
師
現
銭
瑳
行
と
現
地

物
資
護
行
と
の
二
本
立
て
の
み
の
運
用
で
は
、

多
元
多
角
的
護
行
法
と
言
わ
な
く
て
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
結
局
、
鳴
り
物
入
り
で
開
始
さ
れ

そ
の
手
段
と
し
た
多
元
多
角
的
護
行
法
の
面
で
は
失
敗
し
た
が
、
そ
の
目
的
と
す
る
末
瞳
妙
設
行

額
増
大
の
面
で
は
、
京
師
現
銭
夜
行
の
伸
長
に
よ
る
数
十
蔦
貫
の
瑳
行
増
大
を
得
て
、
相
醸
の
成
果
を
牧
め
た
こ
と
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
多

た
明
道
二
年
の
末
盟
紗
稜
行
額
増
大
策
は
、

元
多
角
的
護
行
法
が
失
敗
し
、
京
師
現
銭
蛮
行
の
み
が
成
長
し
た
理
由
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
多
元
多
角
的
護
行
法
下
に
お
い
て
、
そ
れ
ま



で
の
京
師
現
銭
護
行
法
に
よ
る
現
銭
牧
入
の
急
減
を
恐
れ
た
官
司
が
、
京
師
現
銭
設
行
の
み
に
封
し
「
其
入
銭
京
師
、
増
瞳
予
之
」
の
精
矛
盾

す
る
保
護
策
を
加
え
た
こ
と
が
、
京
師
現
鎮
護
行
の
伸
長
に
影
響
を
興
え
た
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
京
師
現
銭
護
行
と
競
合
す
る
京
師

物
資
護
行
に
と
っ
て
は
不
利
で
あ
っ
て
も
、
遁
か
東
南
地
方
に
行
わ
れ
て
こ
れ
と
競
合
関
係
の
薄
い
現
地
物
資
護
行
を
も
抑
制
低
迷
さ
せ
る
影

響
力
は
無
さ
そ
う
で
あ
る
。
何
が
本
質
的
に
京
師
現
銭
護
行
を
維
持
成
長
さ
せ
、
現
地
物
資
護
行
を
低
迷
さ
せ
た
の
か
。
京
師
現
銭
護
行
の
成

長
の
趨
勢
と
現
地
物
資
護
行
の
低
迷
と
の
封
照
は
徐
り
に
も
顕
著
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
南
北
贋
域
流
通
経
済
の
問
題
で
あ
る
と
言
う
こ
と
に
す

る
。
と
も
か
く
、
此
の
末
聾
紗
護
行
額
増
大
策
の
結
果
、
鯨
鎮
に
至
る
ま
で
横
大
さ
れ
た
販
盟
市
場
は
組
ベ
て
京
師
現
銭
護
行
の
末
盟
紗
の
販

盟
市
場
と
な
り
、
京
師
現
鎮
護
行
法
は
従
前
よ
り
も
更
に
成
長
を
途
げ
、

い
よ
い
よ
末
瞳
紗
護
行
の
財
政
原
則
と
し
て
定
着
す
る
基
盤
を
固
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
上
は
要
す
る
に
、
天
稽
元
年
の
官
買
法
下
末
瞳
紗
制
度
の
創
制
後
、
特
に
そ
の
頭
角
を
現
わ
し
て
い
た
京
師
現
鎮
護
行
法
が
天
聖
元
年
に

は
末
瞳
紗
の
原
則
的
裂
行
法
と
な
る
が
、
そ
の
後
も
折
に
ふ
れ
て
便
宜
的
に
運
用
さ
れ
る
多
元
多
角
的
護
行
法
や
醜
換
護
行
法
の
複
合
交
錯
す

る
中
で
、
他
の
護
行
法
よ
り
優
れ
た
財
政
的
・
経
済
的
利
便
に
よ
り
、
遂
に
末
瞳
紗
護
行
法
の
財
政
原
則
と
し
て
定
着
す
る
過
程
を
考
察
し
た
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も
の
で
あ
る
。

末
盟
紗
の
優
遇
概
換
範
震
と
京
師
現
銭
護
行
法
へ
の
団
関

末
盟
紗
の
京
師
現
錨
護
行
法
は
、
天
聖
年
聞
を
経
て
景
祐
年
聞
に
至
る
頃
に
は
、
末
瞳
紗
裂
行
法
の
財
政
原
則
と
し
て
完
全
に
定
着
す
る
趨

勢
に
あ
っ
た
。
此
の
よ
う
な
現
銭
護
行
法
の
安
定
を
俄
に
覆
し
た
の
は
、
賓
元
二
年
末
に
勃
渡
し
た
封
西
夏
戦
に
よ
る
中
央
財
政
難
で
あ
り
、

快
西
糧
草
交
妙
に
劃
す
る
京
師
現
銭
支
梯
法
の
破
産
を
補
う
末
盟
妙
の
優
遇
翻
換
護
行
の
開
始
で
あ
っ
た
。
緊
急
軍
事
に
よ
る
財
政
難
に
あ
っ

て
は
、
末
瞳
紗
の
み
な
ら
ず
茶
紗
・
解
瞳
妙
な
ど
も
ま
た
優
遇
翻
換
護
行
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
京
師
現
銭
護
行
法
は

全
く
有
名
無
貫
と
な
り
、
こ
れ
よ
り
後
ほ
ぼ
十
年
間
の
末
盟
紗
の
護
行
は
殆
ど
糧
草
交
妙
に
劃
す
る
優
遇
訴
換
護
行
の
み
と
な
っ
た
。
宋
史
食
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貨
志
下
回
瞳
中
准
南
盟
の
項
に

康
定
元
年
、
詔
。
商
人
入
溺
粟
快
西
並
溢
願
受
東
南
聾
者
、
加
数
典
之
。

と
あ
る
の
は
、
映
西
糧
草
交
妙
に
射
す
る
末
盟
紗
の
優
遇
翻
換
護
行
の
開
始
の
こ
と
を
俸
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

「
加
数
興
之
」
の
記
事
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
快
西
糧
草
交
妙
に
封
し
て
こ
れ
ま
で
に
無
か
っ
た
優
遇
割
増
を
興
え
て
、
末
堕
紗
の
翻
換
護
行
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
は

注
目
を
要
す
る
。
こ
れ
は
明
き
ら
か
に
、
軍
需
増
大
に
よ
っ
て
激
増
し
た
快
西
糧
草
交
紗
に
射
す
る
支
梯
が
、
最
早
京
師
現
銭
支
排
法
で
は
支

梯
困
難
に
陥
っ
た
の
で
、

そ
の
支
挑
溢
袖
仰
を
避
け
る
震
に
、
末
盟
紗
の
翻
換
護
行
に
代
替
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
先
に
天
聖
年

間
の
融
換
護
行
の
例
で
見
た
よ
う
に
、
京
師
現
銭
設
行
と
全
く
同
等
の
篠
件
で
は
翻
換
護
行
は
伸
び
る
わ
け
も
な
い
か
ら
、
通
常
割
増
と
は
比

較
に
な
ら
ぬ
程
の
優
遇
割
増
を
加
え
た
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
優
遇
割
増
の
利
に
動
か
さ
れ
て
、
京
師
現
銭
支
梯
を
延
滞
さ
れ
て

レ
た
糧
草
交
紗
は

一
斉
に
踊
換
護
行
へ
と
流
れ
た
の
で
、
末
盟
紗
の
優
遇
融
換
護
行
は
忽
ち
に
し
て
京
師
現
銭
護
行
を
凌
駕
し
て
、
踊
換
飢
設

の
途
を
突
っ
走
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
宋
史
食
貨
志
の
こ
の
よ
う
な
記
事
に
績
い
て

入
中
快
恥
河
東
者
、
持
券
至
京
師
、
償
以
銭
及
金
島
各
牢
之
。
不
願
受
金
吊
者
、
予
茶
一
盟
香
薬
惟
其
所
欲
。
而
東
南

慶
暦
二
年
、

叉
詔
。
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盟
利
厚
、
商
放
皆
願
得
盟
。

と
あ
る
の
は
、

そ
の
二
年
後
の
慶
暦
二
年
に
な
る
と
、
末
盟
紗
の
優
遇
醜
換
護
行
だ
け
で
は
糧
草
交
妙
に
劃
す
る
支
排
延
滞
を
解
消
す
る
こ
と

も
困
難
に
な
っ
た
の
か
、
更
に
茶
妙
な
ど
の
翻
換
護
行
を
も
再
開
し
た
こ
と
を
俸
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
期
に
及
ん
で
は
、

「
持
券
至

京
師
、
償
以
銭
及
金
南
各
牢
之
」
と
あ
る
記
事
は
除
り
に
も
白
々
し
く
、
そ
れ
は
単
に
糧
草
交
紗
に
射
す
る
「
銭
及
金
吊
」
に
よ
る
京
師
現
銭

支
梯
法
の
原
則
を
述
べ
た
に
止
ま
り
、
運
営
不
能
に
陥
っ
た
現
銭
支
排
法
に
替
っ
て
、
茶
盟
交
紗
類
の
優
遇
醗
換
護
行
が
殆
ど
の
支
梯
を
賄
つ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
盛
大
に
開
始
さ
れ
た
茶
盟
交
紗
類
の
優
遇
翻
換
設
行
法
に
よ
っ
て
、
京
師
現
銭
護
行
法
は
全
く

有
名
無
買
の
存
在
と
な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
優
遇
翻
換
護
行
法
の
盛
況
の
上
に
、
更
に
康
定
元
年

・
慶
暦
二
年
の
雨
次
に
は
若
干
量

の
河
北
内
地
三
説
法
に
よ
る
末
瞳
紗
の
翻
換
護
行
、か
行
わ
れ
、
慶
暦
八
年
よ
り
は
侠
西
糧
草
交
妙
に
匹
敵
す
る
程
に
大
規
模
な
河
北
四
説
法
に



よ
る
醜
換
護
行
が
開
始
さ
れ
旬
。
か
く
も
重
複
一
施
行
さ
れ
た
快
西
・
河
東
・
河
北
糧
草
交
朴
政
に
針
す
る
交
紗
類
の
醗
換
護
行
は
、
最
早
醜
換
乱

護
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
京
師
現
銭
護
行
法
は
完
全
に
衰
止
し
た
の
は
嘗
然
で
あ
り
、
茶
瞳
交
紗
類
凱
裂
の
財
政
的
経
済
的
弊
害
は
目
を
覆

う
ば
か
り
と
な
っ
た
。
先
掲
の
宋
史
食
貨
志
の
記
事
に
績
い
て

@
 

八
年
(
慶
暦
〉
、
河
北
行
四
説
法
、
瞳
居
其
一
。
市
並
港
第
莱
、
皆
有
虚
佑
騰
跨
至
数
倍
、
券
至
京
師
、
反
魚
蓄
賀
所
抑
、
盟
八
百
斤
奮
筈

銭
十
薦
、
至
是
六
高
。
商
人
以
賎
佑
筈
券
取
盟
、
不
復
入
銭
京
師
、
格
競
盆
乏
。

と
あ
っ
て
、
「
不
復
入
銭
京
師
」
と
あ
る
の
は
、
既
に
慶
暦
初
年
の
頃
に
も
殆
ど
衰
微
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
末
撞
紗
の
京
師
現
銭
護
行
法
の

賦
況
を
、
河
北
四
説
法
に
よ
る
弊
害
の
絞
述
の
際
に
、
遅
ま
き
な
が
ら
も
惇
え
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
康
定
・
慶
暦
年
間
に
盛
況
を
極
め
た
茶
盟
交
紗
類
の
醜
換
護
行
は
、
糧
草
交
紗
に
射
す
る
過
度
な
没
上
加
撞
や
優
遇
割
増
や
更
に
は

正
常
な
商
業
的
需
要
を
大
幅
に
超
え
る
茶
瞳
交
紗
類
の
凱
護
に
よ
っ
て
、
茶
瞳
な
ど
を
め
ぐ
る
財
政

・
経
済
に
重
大
な
損
失
や
弊
害
を
興
え
、

@
 

そ
の
弊
害
現
象
は
年
月
の
経
過
と
共
に
い
よ
い
よ
深
刻
と
な
り
、
皇
一疏
年
聞
の
初
年
に
は
そ
の
弊
害
朕
況
は
誰
の
目
に
も
顕
然
と
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
茶
盟
交
紗
類
を
め
ぐ
る
財
政
・
経
済
の
荒
慶
を
迎
え
た
原
因
は、

政
治
的
に
は
劉
西
夏
戦
に
あ
り
、
財
政
的
に
は
翻
換
範
設
に
あ
る

の
は
明
き
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
劃
西
夏
戦
の
牧
東
に
よ
っ
て
財
政
再
編
の
機
運
が
高
ま
る
と
、
そ
の
目
標
は
嘗
然
茶
盟
交
紗
類
の
醜
換
凱
援
の

修
正
・
贋
止
に
向
け
ら
れ
て
来
る
。
こ
の
茶
盟
交
紗
類
の
醜
換
凱
震
に
替
る
べ
き
中
央
財
政
運
用
策
と
し
て
、
再
び
過
境
糧
草
交
妙
に
射
す
る

91v 
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京
師
現
銭
支
梯
法
や
茶
盟
交
紗
類
の
京
師
現
銭
護
行
法
の
復
活
が
立
案
遂
行
さ
れ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
劃
西
夏
戦
前
の
末
瞳
紗
の
京
師
現
銭

護
行
法
な
ど
の
貫
績
で
あ
ろ
う
。
此
の
よ
う
な
皇
一
腕
年
間
の
財
政
環
境
の
下
で
、
快
西
糧
草
交
紗
と
こ
れ
に
割
腹
す
べ
き
解
瞳
紗
に
つ
い
て
、

有
名
な
沼
鮮
の
瞳
法
が
現
銭
支
梯
法
と
現
銭
設
行
法
を
基
本
原
則
の
一
つ
と
し
て
立
案
施
行
さ
れ
る
と
共
に
、
一
方
で
は
、
主
と
し
て
河
北
糧

草
空
紗
と
こ
れ
に
封
醸
す
べ
き
末
盟
妙
に
つ
い
て
、
こ
れ
又
経
験
上
財
政
経
済
的
利
便
度
の
高
い
京
師
現
銭
支
排
法
と
京
師
現
銭
設
行
法
の
復

活
が
立
案
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
急
速
に
、
映
西
糧
草
交
妙
に
劃
し
て
は
解
瞳
紗
の
牧
入
が
充
て
ら
れ
、
河
北
糧
草
交
紗
に
射
し

て
は
末
聾
紗
の
牧
入
が
充
て
ら
れ
る
割
腹
匡
分
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
末
瞳
紗
創
制
初
期
の
頃
の
多
元
多
角
的
護
行
や
翻
換
護
行
の
よ
う

387 



388 

な
幅
の
あ
る
財
政
操
作
の
払
跡
地
は
少
く
な
っ
た
。
こ
の
劉
雁
匡
分
は
や
が
て
夫
々
の
現
銭
牧
支
封
醸
均
衡
策
と
な
る
が
、
茶
妙
の
運
用
再
編
は

こ
れ
よ
り
精
遅
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
主
と
し
て
河
北
糧
草
交
紗
と
割
腹
す
る
こ
と
と
な
っ
た
末
盟
紗
の
京
師
現
銭
護
行
法
の
久
方

振
り
の
復
活
に
つ
い
て
は
、
皇
一
斑
二
年
よ
り
検
討
立
案
が
開
始
さ
れ
た
。
宋
史
食
貨
志
下
回
盤
中
の
准
南
盟
の
項
に

皇
祐
二
年
、
復
入
銭
京
師
法
、
覗
醤
銭
数
、
梢
増
予
盤
。

而
並
溢
入
中
先
得
券
受
盤
者
、
河
東
映
西
入
錫
粟
直
銭
十
蔦
止
給
瞳
直
七
首
向
、

河
北
又
損
震
六
蔦
五
千
。
且
令
入
銭
十
寓
於
京
師
、
廼
聴
粂
給
。
謂
之
割
貼
。
自
是
入
銭
京
師
梢
復
故
。

と
あ
っ
て
、
「
復
入
銭
京
師
法
」
と
あ
る
の
は
、
明
き
ら
か
に
そ
れ
ま
で
の
進
境
糧
草
交
妙
に
劃
す
る
末
瞳
紗
の
醜
換
護
行
法
を
底
止
し
て
、

末
瞳
紗
の
護
行
は
京
師
現
銭
護
行
法
に
団
関
せ
ん
こ
と
を
意
闘
し
た
政
策
の
内
容
を
停
え
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
末
瞳
紗
の
翻
換
護
行
法
か
ら
京
師
現
鎮
護
行
法
へ
の
回
聞
は
、

の
支
携
に
封
臆
さ
せ
ら
れ
て
い
る
末
盟
紗
は
、

て、

さ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
河
北
糧
草
交
紗

そ
の
京
師
現
鎮
護
行
法
の
寅
施
と
同
時
に
、
商
業
的
需
要
に
よ
る
限
ら
れ
た
現
銭
牧
入
を
以

一
方
で
は
河
北
糧
草
交
紗
に
射
す
る
京
師
現
銭
支
梯
を
負
措
す
る
と
共
に
、
他
方
で
は
踊
換
護
行
の
鹿
止
に
よ
っ
て
延
滞
さ
れ
る
既
設
行
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の
飢
設
糧
草
交
朴
政
に
劃
す
る
支
梯
も
負
捨
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
事
質
こ
の
記
事
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

E
額
の
河
東
・
映
西

・
河

北
糧
草
交
紗
が
そ
の
支
梯
を
求
め
て
山
積
し
て
い
た
。
し
か
も
、
京
師
現
鏡
護
行
法
が
完
全
に
回
復
す
る
ま
で
の
嘗
座
の
支
梯
や
延
滞
糧
草
交

妙
に
劃
す
る
支
梯
な
ど
を
肩
替
り
す
る

E
額
の
財
源
な
ど
は
無
い
。
此
の
よ
う
な
財
政
状
況
で
立
案
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
記
事
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
末
盟
紗
の
京
師
現
鎮
護
行
と
「
劃
貼
」
護
行
と
の
併
用
策
で
あ
っ
た
。
封
貼
と
は
、
既
設
行
の
飢
瑳
糧
草
交
紗
を
そ
の
護
行
地
に
よ
っ
て

額
面
の
七
割
乃
至
六
割
五
分
に
評
慣
し
直
し
、
そ
の
評
債
額
に
よ
っ
て
依
然
と
し
て
末
盟
紗
を
翻
換
護
行
す
る
が
、
そ
の
付
帯
篠
件
と
し
て
、

別
に
額
面
通
り
の
額
の
末
盟
紗
の
京
師
現
銭
護
行
を
抱
き
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
天
聖
年
聞
の
多
元
多
角
的
護
行
法
の

一
種

た
る
京
師
物
資
護
行
に
て
見
ら
れ
た
「
貼
納
」
と
全
く
同
様
な
制
度
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
京
師
現
銭
護
行
と
劉
貼
護
行

と
の
併
用
策
が
順
調
に
進
展
す
れ
ば
、
一
方
で
は
、
「
硯
嘗
銭
敷
、
精
増
予
撞
」
と
あ
る
特
別
割
増
に
も
勧
誘
さ
れ
て
、
末
盟
紗
の
京
師
現
銭

費
行
は
次
第
に
回
復
し
、
河
北
糧
草
交
紗
に
濁
す
る
支
梯
に
も
封
腰
出
来
る
と
共
に
、
他
方
で
は
、
封
貼
護
行
は
延
滞
す
る

E
額
の
糧
草
交
紗
を



末
盟
紗
の
醜
換
護
行
に
よ
っ
て
漸
次
消
化
し
つ
つ
、
同
額
の
封
貼
現
銭
放
入
も
得
て
、
一
一
層
延
滞
糧
草
交
紗
の
解
消
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
間
、
河
北
糧
草
交
紗
の
新
規
護
行
は
必
要
最
低
限
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
自
主

⑮
 

祐
二
年
に
立
案
さ
れ
皇
祐
三
年
か
ら
賓
施
さ
れ
た
京
師
現
鎮
護
行
と
封
貼
護
行
の
併
用
策
は
、
明
き
ら
か
に
末
瞳
紗
の
醗
換
護
行
法
よ
り
京
師

現
鎮
護
行
法
へ
の
回
聞
の
震
の
過
渡
的
政
策
で
あ
っ
て
、

E
額
の
延
滞
糧
草
交
妙
に
劃
す
る
封
貼
護
行
や
現
銭
支
携
が
完
了
し
た
時
黙
で
は
、

京
師
現
鎮
護
行
法
と
そ
れ
に
劃
躍
す
る
京
師
現
銭
支
排
法
が
完
全
に
封
雁
均
衡
を
回
復
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
自
是
入
鏡

京
師
梢
復
故
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
過
渡
的
遁
程
が
逐
次
準
行
し
て
行
っ
た
と
解
し
て
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

と
も
か
く
、
皇
筋
三
年
正
月
よ
り
貫
施
さ
れ
た
末
瞳
妙
の
京
師
現
鎮
護
行
及
び
封
貼
護
行
の
併
用
策
は
、
そ
の
目
的
と
す
る
末
盟
紗
の
京
師

現
鎮
護
行
法
と
河
北
糧
草
交
妙
に
劃
す
る
京
師
現
銭
支
梯
法
と
の
封
臆
均
衡
の
復
活
ま
で
に
は
数
年
の
日
月
を
要
し
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
著

し
く
悪
性
化
し
た
翻
換
凱
護
に
劉
し
、
内
臓
庫
よ
り
の
若
干
の
融
通
を
除
け
ば
大
し
た
別
途
財
源
も
無
く
、
封
貼
と
い
う
制
御
に
よ
っ
て
延
滞

す
る

E
額
の
糧
草
交
紗
を
消
化
し
量
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
嘗
然
の
日
月
で
は
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
も
、
翻
換
範
護
に
よ
っ
て
こ
れ
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ま
で
利
盆
を
得
て
来
た
商
人
屠
や
或
い
は
俄
な
封
貼
の
施
行
に
よ
っ
て
こ
れ
か
ら
不
利
盆
を
被
る
商
人
層
の
抵
抗
に
よ
る
封
貼
護
行
の
停
滞
遅

延
も
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
封
貼
は
財
政
再
建
に
貫
教
の
あ
る
措
置
で
は
あ
っ
て
も
、
商
人
層
に
と
っ
て
は
不
利
盆
な
の
は
明
き
ら
か

で
あ
る
。
曾
要
刑
法
二
刑
法
禁
約
皇
祐
三
年
二
月
十
九
日
の
僚
に

詔
。
近
侍
之
臣
、
考
決
大
議
、
令
利
害
境
白
。
向
慮
、
軽
摩
之
人
、
陳
舞
空
言
、
幸
撰
其
端
。
夫
利
百
市
法
乃
襲
、
令
下
而
議
不
起
。
然

後
民
聴
不
肱
、
而
憲
度
行
駕
。
自
今
有
依
前
項
事
帰
議
者
、
並
須
究
知
原
理
審
可
施
用
。
若
其
事
己
上
而
験
問
無
献
、

時
河
北
入
中
糧
革
、
既
更
用
見
銭
法
。
恐
要
利
者
扇
其
事
故
下
是
詔
。

一
首
施
之
重
罰
。

と
あ
る
記
事
は
、
皇
祐
三
年
正
月
の
封
貼
及
び
そ
れ
に
連
な
る
京
師
現
銭
牧
支
劉
雁
均
衡
策
の
貫
施
の
直
後
に
、
高
官
連
が
そ
の
故
な
き
更
改

を
上
言
す
る
こ
と
を
特
に
禁
止
し
た
こ
と
を
停
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
如
何
に
封
貼
の
運
用
に
反
劃
や
抵
抗
が
多
か
っ
た
か
を
窺
わ
せ
る
も
の

か
つ
て
の
茶
法
改
革
の
際
な
ど
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
大
商
人
屠
が
側
近
官
僚
や
政
府
高
官
な
ど
を
動
か
し
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で
あ
る
。
恐
ら
く
、
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そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
紗
類
を
め
ぐ
る
京
師
現
銭
牧
支
割
腹
均
衡
策

は
、
封
貼
を
先
兵
と
し
て
強
行
寅
施
す
る
外
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
如
何
に
融
換
凱
裂
の
弊
害
は
大
き
く
、
財
政
嘗
局
は
そ
の
弊
害
を

骨
身
に
浸
み
て
知
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
と
思
う
。
皇
祐
年
間
の
財
政
割
商
人
層
の
短
期
的
利
害
の
針
立
は
相
嘗
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
劃
貼
を
不
利
盆
と
す
る
か
或
い
は
封
貼
現
銭
が
無
く
て
、
何
時
迄
も
封
貼
護
行
に
麿
じ
な
か
っ
た
糧
草
交
妙
は
ど
う

て

封
貼
の
改
底
な
ど
を
劃
策
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

な
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
そ
れ
ら
の
糧
草
交
紗
は
遂
に
は
無
数
と
な
る
の
で
は
な
く
て
、
融
換
飢
渡
期
に
は
有
名
無
貫
と

な
っ
て
い
た
が
、

そ
の
額
面
通
り
に
京
師
現
銭
支
梯
を
受
け
る
権
利
が
残
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
封
貼
に
鷹
ぜ
ぬ
限
り
は
、

そ
の
護

行
年
月
順
序
に
従
い
、
京
師
現
銭
牧
入
の
蓄
積
を
待
っ
て
、
不
定
期
間
の
長
期
延
滞
を
究
悟
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
相
首
E

額
の
糧
草
交
紗
が
、
六
割
五
分
に
評
値
さ
れ
る
不
利
盆
な
劉
貼
護
行
に
走
ら
ず
、
長
期
間
の
延
滞
に
耐
え
た
理
由
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
次
第

で
、
皇
筋
三
年
正
月
の
封
貼
護
行
の
開
始
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
末
盟
紗
の
封
貼
護
行
を
求
め
ぬ
糧
草
交
紗
は
、
至
和
年
聞
を
経
て
嘉
柿
初
年
に

至
る
ま
で
の
五
・
六
年
間
も
、
常
に
相
嘗
額
の
延
滞
を
儲
け
た
。
針
貼
に
雁
ず
る
糧
草
交
紗
が
少
な
け
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
京
師
現
銭
支
梯
額
が
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増
す
理
で
あ
る
か
ら
、
京
師
現
銭
牧
支
均
衡
へ
の
過
渡
的
時
期
は
更
に
長
引
き
、
京
師
現
銭
支
梯
を
監
督
管
掌
す
る
三
司
・
権
貨
務
は
京
師
現

銭
牧
入
の
確
保
・
増
牧
に
長
く
苦
慮
奔
走
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
る
。
長
編
巻
一
百
七
十
六
至
和
元
年
八
月
笑
巳
の
僚
に

出
内
臓
庫
銭
二
百
蔦
網
、
令
入
内
供
奉
官
勾
首
御
察
院
張
茂
則
、
置
司
以
市
河
北
入
中
軍
糧
紗
。
先
是
上
封
者
言
、
河
北
入
中
軍
糧
、
京

師
給
還
細
銭
綱
絹
。
商
人
以
算
詰
久
未
能
得
、
其
紗
毎
百
千
、
止
器
六
十
千
。
云
々
。

と
あ
る
記
事
は
、

皇
秘
三
年
正
月
よ
り
三
年
有
除
を
経
た
至
和
元
年
八
月
に
て
も
、
依
然
と
し
て

E
額
の
河
北
糧
草
交
紗
が
延
滞
し
績
け
、
換

金
を
A

一
品
ぐ
商
人
は
、
額
面
六
割
五
分
の
割
貼
設
行
を
受
け
る
よ
り
も
、
そ
の
六
割
の
六
十
貫
程
度
で
買
却
し
て
い
た
こ
と
を
停
え
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
間
に
も
、
長
編
巻
一
百
七
十
二
皇
祐
四
年
三
月
壬
氏
の
僚
に

出
内
蔵
庫
絹
十
首
問
、
下
三
司
以
助
軍
費
。

と
あ
る
の
や
、
同
じ
く
長
編
各
一
百
七
十
三
皇
一
腕
四
年
七
月
乙
巳
の
僚
に



出
内
蔵
庫
銭
三
十
蔦
絹
絹
十
高
匹
、
下
河
北
助
羅
軍
糧
。

と
あ
る
の
や
、
同
じ
く
長
編
巻
一
百
七
十
五
皇
結
五
年
七
月
丙
子
の
僚
に

出
内
藤
庫
絹
銭
十
高
綱
絹
二
十
寓
綿
十
蔦
、
下
河
北
助
纏
軍
儲
。

と
あ
る
の
や
、
同
じ
く
長
編
巻
一
百
七
十
六
至
和
元
年
六
月
甲
寅
の
篠
に

出
内
臓
庫
絹
絹
五
十
高
絹
銭
三
十
首
問
、
下
河
北
助
纏
軍
儲
。

と
あ
る
記
事
な
ど
を
見
れ
ば
、
河
北
糧
草
交
妙
に
射
す
る
支
梯
に
追
わ
れ
た
三
司
が
、
内
蔵
庫
よ
り
特
別
の
資
金
融
通
を
受
け
て
京
師
現
銭
枚

入
の
不
足
を
補
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
内
識
庫
よ
り
の
融
通
資
金
が
、
延
滞
糧
草
交
妙
に
劃
し
て
支
携
わ
れ
た
の
か
、
或

い
は
新
規
糧
草
交
妙
に
劃
し
て
支
梯
わ
れ
た
の
か
、

こ
の
記
事
だ
け
で
は
剣
然
と
し
か
ね
る
が
、
そ
の
多
額
と
は
言
え
ぬ
融
通
額
か
ら
見
れ

ば
、
緊
要
性
の
高
い
新
規
糧
草
交
紗
の
方
に
支
梯
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
河
北
糧
草
交
紗
の
新
規
護
行
を
著
し
く
抑
制

し
、
更
に
は
内
臓
庫
よ
り
連
年
の
融
資
を
受
け
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お

E
額
の
糧
草
交
診
の
延
滞
を
績
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
依

然
と
し
て
末
聾
紗
の
封
貼
瑳
行
や
現
銭
夜
行
が
伸
び
ず
、
従
っ
て
京
師
現
銭
牧
入
も
な
か
な
か
回
復
し
な
か
っ
た
情
勢
を
示
す
ば
か
り
か
、
更

に
は
新
規
糧
草
交
紗
も
ま
た
延
滞
し
か
ね
な
い
財
政
緊
迫
の
朕
況
に
あ
っ
た
こ
と
も
示
す
も
の
で
あ
る
。
封
貼
護
行
や
現
銭
設
行
が
伸
び
な
か

っ
た
原
因
は
、
明
き
ら
か
に
そ
れ
を
不
利
盆
と
す
る
商
入
居
の
相
嘗
な
抵
抗
が
あ
っ
た
の
も
確
か
な
よ
う
で
あ
る
が
、
根
元
的
に
は
、
そ
れ
ま

⑫
 

で
の
醜
換
範
震
に
よ
っ
て
、
東
南
地
方
現
地
に
末
瞳
紗
の
甚
し
い
流
通
過
剰
の
現
象
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
末
盟
紗
の
翻
換

見
渡
の
積
年
の
弊
害
を
一
掃
し
京
師
現
銭
牧
支
封
雁
均
衡
策
を
回
復
す
る
の
に
は
、
河
北
糧
草
交
紗
の
新
規
護
行
を
抑
制
合
理
化
し
、
延
滞
糧

草
交
紗
を
解
消
し
、
末
盟
紗
の
現
銭
護
行
を
回
復
す
る
な
ど
の
施
策
の
外
に
、
更
に
東
南
現
地
に
お
け
る
末
瞳
紗
の
滞
積
解
消
も
園
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
三
司
は
、
財
政
的
手
詰
り
の
苦
し
い
朕
況
に
置
か
れ
て
い
た
。
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し
か
し
な
が
ら
、
三
司
は
良
く
此
の
財
政
的
苦
境
に
も
耐
え
た
。
そ
れ
は
、
天
子
の
特
別
な
禁
令
に
も
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
此
の
財
政
問
題
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に
閲
す
る
朝
廷
の
固
い
結
束
に
も
よ
る
が
、
長
編
巻
一
百
六
十
九
皇
祐
二
年
八
月
笑
亥
の
篠
に
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出
内
臓
庫
絹
一
百
薦
、
下
河
北
都
輔
運
司
、
権
易
大
名
府
路
安
撫
司
封
格
銭
、
市
縫
軍
儲
。
仰
遺
権
度
支
剣
官
屯
団
員
外
郎
董
河
、
往
計

置
之
。

と
あ
る
よ
う
に
、
先
ず
射
貼
の
施
行
に
先
立
っ
て
、
三
司
が
内
競
庫
よ
り
の
融
資
を
得
て
、
河
北
内
地
に
多
量
の
糧
草
を
調
達
準
備
し
た
こ
と

に
負
う
所
が
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
封
貼
施
行
以
来
連
年
の
内
臓
庫
よ
り
の
融
資
に
よ
っ
て
、
新
規
糧
草
交
紗
の
完
済
を
継
績
し
得
た
と
思

わ
れ
る
数
果
が
大
き
く
、
更
に
は
、
長
編
巻
一
百
七
十
七
至
和
元
年
十
一
月
甲
子
の
僚
に

詔
三
司
。
河
北
歳
大
盤
。
其
令
縁
返
州
郡
便
濯
軍
糧
三
百
寓
馬
料
三
百
首
向
。

と
あ
る
よ
う
に
、
河
北
進
境
に
お
け
る
大
規
模
な
新
規
糧
草
調
達
を
内
蔵
庫
の
融
資
も
得
て
質
施
し
た
数
果
も
著
し
く
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
河
北
進
境
糧
革
調
達
と
京
師
現
銭
支
梯
の
相
閥
的
運
用
の
数
果
が
蓄
積
さ
れ
た
上
に
、
三
年
有
徐
の
停
滞
の
後
、
漸
く
東
南

現
地
の
末
盟
妙
滞
積
が
疏
通
し
て
、
京
師
現
銭
設
行
が
伸
び
始
め
る
と
、
さ
し
も
の
財
政
的
難
局
に
も
曙
光
が
見
え
、
京
師
現
銭
牧
支
は
抜
大

均
衡
の
様
相
を
見
せ
、
延
滞
糧
草
交
紗
に
は
封
貼
に
よ
る
末
盤
紗
の
繭
換
護
行
を
受
け
る
か
、
或
い
は
除
裕
の
出
来
た
京
師
現
銭
支
携
を
期
待

す
る
か
な
ど
の
延
滞
解
消
の
動
き
が
見
え
始
め
た
。
京
師
交
引
舗
な
ど
に
お
け
る
延
滞
糧
草
交
紗
の
取
引
が
高
値
含
み
で
動
き
始
め
た
と
思
わ

po 

れ
る
の
も
此
の
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

一
部
分
の
み
先
掲
の
長
編
径
一
百
七
十
六
至
和
元
年
八
月
笑
巳
の
僚
に

出
内
臓
庫
銀
二
百
高
綱
、
令
入
内
供
奉
官
勾
首
御
捕
衆
院
張
茂
則
、
置
司
以
市
河
北
入
中
軍
糧
紗
。
先
是
上
封
者
言
、
河
北
入
中
寧
糧
、
京

師
給
還
網
銭
綱
絹
。
商
人
以
算
請
久
未
能
得
、
其
紗
毎
百
千
、
止
羽
目
六
十
千
。
今
若
出
内
臓
庫
銭
二
百
高
絹
、
量
増
債
牧
市
之
、
歳
可
得

遣
利
五
十
高
。
上
以
震
然
、
故
委
茂
則
幹
其
事
。
既
而
知
諌
院
活
銀
言
、
内
蔵
庫
椎
貨
務
同
是
園
家
之
物
。
量
有
権
貨
務
因
欲
滞
商
人
算

紗
、
市
令
内
蹴
庫
乗
賎
以
買
之
。
興
民
争
利
、
傷
鰻
壊
法
、
莫
此
箆
甚
。
上
諾
鎖
言
、
逮
罷
之
。

一
見
、
依
然
た
る
河
北
糧
草
交
紗
の
延
滞
朕
況
を
停
え
た
だ
け
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
、
叉
或
い
は
、
折
角
内
臓
庫
が

E

額
の
資
金
を
放
出
し
て
延
滞
緩
和
を
も
園
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
頑
固
な
諌
官
の
形
式
論
に
よ
っ
て
中
止
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
、
又
更

に
は
、
こ
の
内
蔵
庫
の
買
上
げ
中
止
に
よ
っ
て
、
糧
草
交
紗
の
延
滞
は
末
永
く
績
い
た
か
の
よ
う
に
見
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
此

と
あ
る
記
事
は
、



の
記
事
は
そ
の
表
面
に
は
隠
れ
て
い
る
が
、
懸
案
の
糧
草
交
紗
の
延
滞
解
消
や
京
師
現
銭
牧
支
均
衡
の
回
復
な
ど
の
動
向
を
良
く
俸
え
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
見
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
先
ず
こ
の
記
事
の
表
面
的
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
天
子
の
承
認
を
得

た
側
近
官
官
が
、
恐
ら
く
内
臓
庫
宮
官
と
も
協
力
し
、
内
蔵
庫
の
二
百
寓
貫
も
の

E
額
現
銭
を
一
一
挙
に
放
出
し
て
市
債
低
落
の
延
滞
糧
草
交
紗

数
百
寓
貫
を
市
債
よ
り
高
値
で
買
上
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
糧
草
交
紗
の
延
滞
を
緩
和
す
る
と
共
に
、
併
せ
て
略
五
十
高
貫
の

E
利
を
拳
げ
よ
う

と
し
た
の
に
、
施
行
直
前
に
及
ん
で
諌
官
活
鎮
の
強
硬
な
諌
言
に
よ
り
中
止
さ
れ
た
こ
と
を
俸
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
襲
り
は
無
い
。
額

面
百
貫
の
糧
草
交
紗
を
市
債
六
十
貫
に
て
買
牧
す
れ
ば
、
百
高
貫
を
超
え
る
差
盆
が
見
込
ま
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
買
牧
債
格
や
買
却
債
格
を
量

増
・
量
減
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
、
差
盆
五
十
寓
貫
以
上
と
い
う
予
想
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
内
臓
庫
は
こ
う
し
て
安
慣
に
買
牧
し
た

延
滞
糧
草
交
紗
を
適
嘗
な
時
期
に
買
却
し
て
、
初
め
て
そ
の
差
盆
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
長
年
延
滞
を
績
け
て
来
た
糧
草
交
紗
を
将
来
更

に
よ
り
高
値
で
買
却
す
る
相
手
が
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
き
ら
か
に
、
こ
の
内
蔵
庫
出
向
の
官
司
に
後
の
開
封
府
都
盟
院
の
盟
紗
買
買
の
よ

う
な
機
能
を
期
待
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
相
手
は
商
人
で
は
な
く
、
三
司
・
権
貨
務
の
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
も
、

必
ず

- 69-

や
延
滞
糧
草
交
紗
に
劃
す
る
最
終
的
支
排
を
待
っ
て
、
権
貨
務
に
呈
示
し
額
面
通
り
の
現
銭
支
梯
を
受
け
て
差
盆
を
質
現
す
る
も
の
で
あ
る
に

違
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
延
滞
糧
草
交
紗
の
賓
買
に
よ
る
牧
盆
が
、
近
い
将
来
に
果
た
し
て
期
待
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
延
滞

糧
草
交
妙
に
そ
の
よ
う
な
債
値
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
此
の
観
貼
か
ら
、
初
め
て
こ
の
記
事
の
表
面
に
は
見
難
い
意
味
が
察
知
さ
れ
る
の
で

あ
り
、
延
滞
糧
草
交
紗
の
微
妙
な
評
債
乃
至
は
市
況
の
襲
化
や
更
に
は
延
滞
解
消
の
動
向
な
ど
が
察
知
出
来
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
記

事
の
裏
面
的
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
元
来
三
司
が
そ
の
延
滞
解
消
に
数
年
が
か
り
の
努
力
を
排
っ
て
来
た
の
に
、
事
も
あ
ろ
う
に
そ
の
銭

用
融
通
を
常
に
淀
っ
て
来
た
内
蔵
庫
が
横
か
ら
直
接
乗
り
出
し
、
而
も
延
滞
緩
和
を
も
装
っ
て
、
敷
十
高
貫
の
営
利
を
園
る
と
は
何
事
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
は
、
李
器用
が
「
言
利
者
欲
革
之
」
と
誤
認
し
て
い
る
よ
う
な
延
滞
の
改
革
・
解
消
な
ど
で
は
な
く
、
暴
利
狙
い
の
投
機
以
外
の
何

物
で
も
な
い
。
天
子
が
不
明
を
恥
じ
て
、
中
止
し
た
の
も
嘗
然
で
あ
る
。
こ
れ
が
投
機
で
あ
っ
た
か
無
い
か
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
こ
こ
で
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特
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ま
で
数
年
の
延
滞
を
績
け
て
甚
だ
危
険
度
の
高
い
糧
草
交
妙
の
買
敢
に
、
空
前
と
も
言
う
べ
き
二
百
寓
貫
も
の

E
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額
現
銭
を
一
撃
に
投
入
せ
ん
と
し
た
内
臓
庫
官
官
の
姿
勢
で
あ
る
。
こ
の
内
識
庫
宜
官
の
延
滞
糧
草
交
紗
に
劃
す
る
評
債
か
ら
、
延
滞
糧
草
交

紗
の
市
況
饗
化
に
関
す
る
重
大
な
情
報
が
讃
み
取
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
遠
か
ら
ず
し
て
延
滞
糧
草
交
紗
が
そ
の
支
携
を
受
け
て
解
消
す
る
で
あ

ろ
う
と
い
う
事
買
で
あ
る
。
而
も
「
歳
可
得
遺
利
五
十
蔦
」
と
あ
る
の
を
穿
っ
て
察
す
れ
ば
、
そ
の
期
限
は
来
年
中
と
ま
で
譲
想
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
延
滞
糧
草
交
紗
解
消
の
動
向
に
閲
す
る
情
報
は
、
恐
ら
く
権
貨
務
の
末
盟
紗
現
銭
震
行
や
京
師
現
銭
牧
支
の
著
し
い
回
復
の
資

料
か
ら
洩
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
更
に
は
既
に
京
師
交
引
舗
な
ど
に
も
察
知
さ
れ
、
早
く
も
延
滞
糧
草
交
紗
の
市
債
回
復
と
し
て
現
象
し
つ

つ
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
か
く
、
内
蔵
庫
宜
官
の
糧
草
交
紗
E
額
買
上
げ
案
は
、
こ
の
よ
う
な
情
報
の
上
に
立
案
さ
れ
た
牧
盆
案
で

あ
っ
た
こ
と
に
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
確
買
な
情
報
と
事
買
の
裏
付
け
な
し
に
、
二
百
高
貫
も
の

E
額
現
銭
を
延
滞
糧
草
交
紗
な
ど
に
放
出
す

る
わ
け
は
全
く
無
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
此
の
記
事
の
表
面
に
は
隠
れ
て
い
る
が
、
糧
草
交
紗
の
延
滞
解
消
は
目
前
に
そ
の
仕

上
げ
の
段
階
を
迎
え
、
末
瞳
紗
の
京
師
現
銭
喪
行
法
や
京
師
現
銭
牧
支
均
衡
の
回
復
は
最
早
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
此
の
記
事
が
数
少
い
絶
好
の
資
料
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
内
蔵
庫
現
銭
二
百
寓
貫
の
放
出
に
よ
る
延
滞
糧
草
交
紗

買
上
げ
案
は
、
交
引
舗
の
投
機
に
似
て
い
る
。
元
来
、
内
臓
庫
は
天
子
個
人
の
内
庫
で
は
あ
る
が
、
官
庫
で
あ
る
こ
と
に
饗
り
は
無
い
。
三
司

そ
の
官
庫
が
安
債
に
買
牧
し
営
利
を
園
る
と

- 70ー

-
格
貨
務
が
止
む
を
得
ず
財
政
再
建
の
た
め
に
棚
上
げ
延
滞
し
市
債
下
落
さ
せ
た
糧
草
交
妙
を
、

い
う
の
で
は
、
天
子
の
政
治
姿
勢
を
矛
盾
さ
せ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
か
か
る

E
額
資
金
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
も
っ
と
早
期
に
三
司
に

一
括
融

遁
し
て
延
滞
解
消
を
園
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
折
角
の
糧
草
交
紗
延
滞
を
緩
和
し
、
小
商
人
に
は
市
債
よ
り
高
く
買
上

げ
、
且
つ
内
臓
庫
の

E
額
牧
盆
と
も
な
る
一
石
三
鳥
の
名
案
も
、
放
棄
さ
れ
た
の
は
止
む
を
得
ぬ
所
で
は
あ
っ
た
。
恐
ら
く
、
交
引
舗
な
ど
の

投
機
商
人
は
程
な
く

E
得
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
知
諌
院
箔
鎮
の
諌
言
は
形
式
論
の
み
で
は
な
か
っ
た
。

梢
資
料
内
容
招
介
と
解
揮
に
手
聞
を
か
け
た
が
、
至
和
元
年
の
終
り
頃
に
も
な
る
と
、
一
一
一
司

・
格
貨
務
の
数
年
が
か
り
の
努
力
の
結
果
、
糧

草
交
紗
の
延
滞
解
消
や
封
貼
の
牧
東
・
京
師
現
銭
護
行
法
の
完
全
回
復
や
更
に
は
京
師
現
銭
牧
支
封
雁
均
衡
策
の
回
復
は
目
前
に
あ
っ
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
と
思
う
。
そ
れ
で
は
、
質
際
の
そ
の
回
復
賓
現
は
何
時
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
長
編
巻
一
百
八
十
一
至
和
二
年
十
一
月
己
未
の
候



初
虞
部
郎
中
醇
向
言
河
北
懇
法
之
弊
以
帰
。
被
漣
十
四
州
悉
仰
食
度
支
、
歳
費
銭
五
百
高
絹
、
得
米
粟
百
六
十
高
刷
所
、
其
貫
才
直
二
百
高

絹
爾
、
而
歳
常
虚
費
三
百
省
内
絹
、
入
於
商
買
蓄
販
之
家
。
今
既
用
見
銭
貫
債
、
革
去
三
百
寓
虚
加
之
弊
失
。
然
必
有
以
佐
之
、
則
其
法
可

行。

と
あ
る
記
事
に
、
封
貼
に
始
ま
る
京
師
現
銭
牧
支
均
衡
の
回
復
策
の
立
案
施
行
者
で
あ
っ
た
醇
向
が
、
「
今
既
用
見
銀
賞
債
、
革
去
三
百
高
虚

加
之
幹
事
矢
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
明
き
ら
か
に
京
師
現
銭
牧
支
封
腹
均
衡
策
の
回
復
が
、
至
和
二
年
末
の
頃
に
は
賓
現
し
た
こ
と
を
俸
え
て

い
る
。
こ
う
し
て
回
復
し
た
京
師
現
銭
牧
支
劉
鷹
均
衡
策
は
、
そ
の
後
は
前
に
も
増
し
て
安
定
度
を
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
長
編
巻
一
百
八

十
六
嘉
祐
二
年
十
一
月
英
酉
の
僚
に

置
江
准
南
荊
湖
制
置
司
勾
嘗
運
盟
公
事
一
員
。
初
三
司
言
、
商
放
子
樟
貨
務
入
見
銭
算
東
南
瞳
歳
課
四
百
高
絹
。
諸
路
般
運
不
足
市
課
盆

酷
。
詰
選
官
置
司
以
主
之
。

と
あ
る
記
事
は
、
至
和
二
年
に
績
く
嘉
結
初
年
の
頃
に
は
、
年
間
四
百
蔦
貫
の
空
前
の

E
額
に
も
達
し
た
末
盟
紗
京
師
現
鎮
護
行
法
の
昂
進
ぶ

n
d
 

り
を
停
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
沼
仲
掩
の
繁
全
集
巻
二
十
三
論
京
師
軍
儲
事
の
章
に

臣
慶
暦
五
年
、
樺
三
司
使
。
自
慶
暦
及
今
通
十
年
之
比
、
計
所
臨
耗
、
五
分
之
二
。
震
闘
遠
慮
、
嬬
所
寒
心
。

:
:
:
(
中
略
〉
:
:
:。

裏
河
折
中
倉
。
本
是
在
京
便
謬
、
以
添
助
軍
儲
。
随
時
立
法
、
旋
行
描
数
。
然
於
溢
薙
軽
重
有
妨
。
以
此
便
入
不
能
及
数
。
:
:
:
(
中
略
)

:
・
:
。
今
在
庫
呑
繋
闘
少
、
文
江
湖
末
盤
、
自
是
見
銭
之
法
、
邦
計
所
頼
。
諸
山
場
茶
貨
、
己
充
河
北
糧
革
支
用
。
若
更
賂
折
中
行
使
、

必
亦
利
害
相
攻
。
故
不
若
坐
倉
牧
欄
殺
事
筒
市
利
博
也
。

一、

と
あ
る
記
事
に
「
江
湖
末
盤
、
自
是
見
銭
之
法
、
邦
計
所
頼
」
と
あ
る
の
は
、
嘉
祐
初
年
の
頃
に
は
、
末
瞳
紗
の
京
師
現
鎮
護
行
法
に
よ
る
現

銭
牧
入
が
、
邦
計
即
ち
園
家
財
政
の
糧
草
交
紗
支
排
の
主
柱
と
な
っ
て
、
京
師
現
銭
牧
支
割
腹
均
衡
策
を
支
え
て
い
た
こ
と
を
傍
え
る
も
の
で

あ
る
。
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結

一諸

要
す
る
に
、
茶
盟
交
妙
類
の
京
師
現
銭
護
行
法
や
糧
草
交
紗
に
劃
す
る
京
師
現
銭
支
梯
法
な
ど
に
よ
っ
て
、
一
度
び
は
天
聖
初
年
に
形
成
さ

れ
た
京
師
現
銭
牧
支
針
臆
均
衡
策
は
、
康
定
・
慶
暦
年
間
の
糧
草
交
紗
に
劃
す
る
茶
盟
交
紗
類
の
融
換
乱
費
に
よ
っ
て
完
全
に
崩
壊
し
た
が
、

皇
筋
三
年
正
月
よ
り
の
末
盟
紗
の
封
貼
・
京
師
現
銭
設
行
の
併
用
策
に
よ
っ
て
、
再
び
至
和
末
年
の
頃
に
は
復
活
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た

だ
、
こ
の
度
の
京
師
現
銭
牧
支
封
雁
均
衡
策
が
康
定
・
慶
暦
よ
り
以
前
の
そ
れ
と
大
き
く
異
る
所
は
、
前
者
が
北
港
全
面
の
糧
草
交
妙
に
劃
す

る
京
師
現
銭
支
排
法
と
茶
盟
交
紗
類
の
京
師
現
銭
護
行
法
と
の
総
合
的
な
封
雁
均
衡
策
で
あ
っ
た
の
に
、
後
者
の
方
は
、
活
鮮
の
解
盟
法
が
快

西
方
面
を
分
捨
し
た
こ
と
と
戦
後
の
茶
紗
行
使
が
急
激
に
衰
退
し
た
こ
と
と
に
よ
っ
て
、
河
北
糧
草
交
妙
に
劃
す
る
京
師
現
銭
支
梯
法
と
末
盟

紗
の
京
師
現
銭
護
行
法
と
の
針
雁
均
衡
策
に
な
っ
た
と
い
う
所
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
再
び
形
成
さ
れ
た
京
師
現
銭
牧
支
封
臆
均
衡
策
は
、
末

盟
紗
の
京
師
現
銭
設
行
法
が
牧
入
面
の
主
柱
と
な
っ
て
、
北
宋
末
期
の
奈
京
の
通
商
盟
法
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
長
期
安
定
的
に
運
営
維
持
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あ
る
。

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
嘉
祐
年
間
以
降
の
末
盟
紗
の
京
師
現
銭
瑳
行
法
と
京
師
現
銭
牧
支
針
躍
均
衡
策
の
行
方
に
つ
い
て
は
績
稿
の
議
定
で

註①

東
南
官
質
問
法
飽
制
の
成
立
の
梗
概
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
北
宋
時
代

東
南
監
の
官
費
法
の
推
移
に
つ
い
て
」
(
東
方
撃
第
三
因
縁
〉
の
「
官
寅

法
の
成
立
」
の
項
参
照
。

②
官
賀
法
下
末
開
紗
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
①
及
び
「
北
宋
時
代
の
東
南
官

賀
下
末
堕
紗
に
つ
い
て
」
(
北
九
州
工
業
高
等
専
門
事
校
研
究
報
告
第
一

腕
)
、
「
北
宋
の
東
南
地
方
に
於
け
る
官
費
法
下
末
麗
紗
制
度
の
成
立
に
つ

い
て
」
(
青
山
博
士
古
稀
記
念
宋
代
史
論
叢
〉
参
照
。

(
岡
山
史
事
第
一

③
佐
伯
富
「
宋
代
仁
宗
朝
に
お
け
る
茶
法
に
つ
い
て
し

O
貌
)
参
照
。

④
宋
史
本
紀
各
九
仁
宗
一
天
聖
元
年
五
月
甲
子
の
篠
に
「
行
侠
西
河
北
入

中
桐
明
糧
見
銭
法
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

⑤

拙
稿
「
北
宋
の
東
南
地
方
に
於
け
る
官
費
法
下
末
醸
紗
制
度
の
成
立
に

つ
い
て
」
(
青
山
博
士
古
稀
記
念
宋
代
史
論
叢
)
参
照
。

⑥
末
堕
紗
の
餓
換
護
行
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
北
宋
慶
暦
年
間
の
官
費
法



下
末
盟
紗
制
度
の
混
飢
に
つ
い
て
L

輯
)
参
照
。

⑦
原
典
に
は
明
ら
か
に
脱
字
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、

し
て
お
く
。

@
註
⑤
に
同
じ
。

@
王
随
の
通
商
堕
法
建
言
の
意
義
影
響
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
註
①
参
照
。

⑮
原
典
に
は
「
監
」
と
あ
る
が
、
宋
史
食
貨
士
山
下
回
盤
中
の
略
同
文
記
事

に
よ
り
-
訂
正
す
。

⑪
長
編
倉
一
一

O
天
聖
九
年
四
月
辛
巳
の
僚
に
「
在
京
格
貨
務
入
末
蟻

銭
、
歳
以
百
八
十
高
三
千
縄
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

(
九
州
大
撃
文
事
部
史
淵
第
一
一
一
一
一

「
添
」
を
俵
に
挿
入
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⑫
原
典
に
は
「
東
」
と
あ
る
の
を
訂
正
。

⑬
河
北
三
説
法
四
訟
法
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
北
宋
慶
暦
年
間
の

官
頁
法
下
末
堕
紗
飢
震
の
影
響
に
つ
い
て
」
(
九
州
大
事
教
養
部
歴
史
事

地
理
事
年
報
第
一
腕
〉
参
照
。

⑬
原
典
に
は
「
顔
百
八
斤
」
と
あ
る
の
を
訂
正
。

⑮
註
⑬
の
拙
稿
参
照
。

⑮
長
編
倉
一
六
八
皇
祐
二
年
正
月
壬
子
の
僚
の
末
尾
の
註
に
編
者
李
蕪
が

コ
二
年
正
月
始
復
行
見
銭
」
と
し
て
い
る
繋
年
は
正
し
い
。

註
⑬
の
拙
稿
の
三
、
東
南
官
費
堕
法
鰻
制
に
輿
え
た
影
響
の
項
参
照
。

⑫ 
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On the Issuance ｏｉ　Ｍｏ-yen-ch'ao末甕紗under Kuan･ｍαi･/α

　

官責法in Exchange for Cash in the Northern Sung 北宋

"Ｔｏｒｕ　Ｙｕｋi

　　

In order to be prepared against the Khitan 契丹who had been ａ

threat since the Five Dynasties, throughout the Sung several tens of

thousands of troops were sent to the northern border region. Supply

requirements for these troops ｅχceeded 10，000，000kｕａれ貫each year.

The central government's economic responsibility was for 3，000，000 kｕａｎ

of it, but this money was not sent to the North ；it was paid in the capital

of K'aifeng 開封for promissory notes which were issued to merchants-

who in turn supplied the necessary provisions for the troops in the North.

From the beginning of the Sung, the greater part of this payment process

was done with notes for such commodoties as spices and drugs, as well

as tea and salt. However, because of the system whereby ｍｏ-ｙｅｎ一Ｃ付ａひ

under Ｋｕａルｔｎａｉ-ｆａwhichwere salt notes used in the salt monopoly ia

the South of China, were issued in the capital in ｅχchange for cash, when

salt revenues in K'aifeng increased, payment came to be carried out in.

the financially more advantageous medium of cash.

３－


